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『
朱
子
語
類
』
巻
第
一
百
二
十
五
「
老
氏[

莊
子
附]

」
訳
注(

三)

山　

田　
　

俊

本
稿
は
、「『
朱
子
語
類
』
巻
第
一
百
二
十
五
「
老
氏[

莊
子

附]

」訳
注(

一)(

『
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
』第
16
巻（
通

巻
69
号
）所
収
、20

1
0

年
。
以
下「
第
一
稿
」と
略
す)

、「
同(

二)
(

『
熊
本
県
立
大
学
文
学
研
究
科
論
集
』
第
3
号
所
収
、20

1
0

年
。

以
下
「
第
二
稿
」
と
略
す)

に
続
く
第
三
稿
で
あ
る
。
本
訳
注

の
執
筆
方
針
、
常
用
す
る
参
考
文
献
等
に
就
い
て
は
各
稿
を
参

照
さ
れ
た
い
。

【
27
】

儒
教
自
開
闢
以
來
、二
帝
三
王
述
天
理
、順
人
心
、治
世
教
民
、

厚（
校
１
）典
庸
禮
之
道（
１
）。後
世
聖
賢
遂
著
書
立
言（
２
）、以
示
後
世
。

及
世
之
衰
亂
、
方
外
之
士
（
３
）

厭
一
世
之
紛
拏
、
畏
一
身
之
禍

害
、
躭
（
校
２
）

空
寂
以
求
全
身
於
亂
世
而
已
。
及
老
子
倡
（
校
３
）

其

端
、
而
列
禦
寇
（
校
４
）、
莊
周
、
楊
朱
之
徒
和
之
。
孟
子
嘗
闢
之

以
爲
無
父
無
君
（
４
）、比
之
禽
獸
。
然
其
言
易
入
、其
教
易
行
（
５
）。

當
漢
之
初
、
時
君
世
主
皆
信
其
説
、
而
民
亦
化
之
。
雖
以
蕭
何
、

曹
參
、
汲
黯
、
太
史
談
輩
（
６
）

亦
皆
主
之
、
以
爲
眞
足
以
先
於

六
經（
７
）、治
世
者
不
可
以
莫
之
尚
也
。及
後
漢
以
來
、米
賊
張
陵
、

海
島
寇
（
校
５
）

謙
之
（
８
）

之
徒
、
遂
爲
盗
賊
（
９
）。
曹
操
以
兵
取
陽

平
、
陵
之
孫
魯
即
納
降
欵
（
校
６
）（
10
）
、
可
見
其
虚
繆
不
足
稽

矣
。﹇
僴
（
11
）﹈

（
校
1
）「
厚
」、朝
鮮
整
版
は「
惇
」に
作
る
。　
（
校
2
）「
躭
」、

朝
鮮
整
版
、
楠
本
本
、
正
中
書
局
本
は
「
耽
」
に
作
る
。 

（
校

3
）「
倡
」、朝
鮮
整
版
、楠
本
本
、和
刻
本
、正
中
書
局
本
は
「
唱
」

に
作
る
。 

（
校
4
）「
寇
」、
朝
鮮
整
版
、
楠
本
本
、
正
中
書
局

本
、和
刻
本
は
「
冠
」
に
作
る
。　
（
校
5
）「
寇
」、朝
鮮
整
版
、

楠
本
本
、
和
刻
本
は
「
冠
」
に
作
る
。 

（
校
6
）「
欵
」、
朝
鮮

整
版
、
楠
本
本
は
「
款
」
に
作
る
。
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徒
が
反
逆
者
と
な
っ
た
。
曹
操
は
兵
を
率
い
て
（
三
張
の
根
拠

地
の
）
陽
平
を
占
領
し
た
の
で
、
張
陵
の
孫
・
張
魯
は
曹
操
に

降
伏
し
た
。（
老
荘
、
楊
朱
、
張
道
陵
、
寇
謙
之
等
が
）
全
く

出
鱈
目
で
考
慮
に
価
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。（
沈
僴
）

〔
注
〕

(

1)

「
二
帝
三
王
〜
厚
典
庸
禮
之
道
」
：
類
似
の
文
が
『
語

類
』
に
は
「
至
於
二
帝
三
王
述
天
理
、
順
人
心
、
治
世
教

民
、
厚
典
庸
禮
之
大
法
、
一
切
不
復
有
行
之
者
」
（
『
語

類
』
巻
一
百
二
十
六p

.3
0
0
9

）
と
見
ら
れ
る
。
「
二
帝
」

は
「
唐
堯
・
虞
舜
」
、
「
三
王
」
は
「
夏
禹
・
殷
湯
王
・

周
文
王
」
と
思
わ
れ
る
。
「
述
天
理
、
順
人
心
」
は
『
語

類
』
に
「
蓋
事
之
初
、
在
我
亦
有
所
勉
強
、
在
人
亦
有
所

難
堪
。
久
之
當
事
理
、
順
人
心
、
這
裏
方
易
」
（
『
語

類
』
巻
七
十
六p

.1
9
5
3

）
と
「
當
事
理
、
順
人
心
」
と
も

見
ら
れ
る
。
朝
鮮
整
版
の
「
惇
典
庸
禮
」
に
就
い
て
は
、

朱
熹
『
孟
子
章
句
集
注
』
「
滕
文
公
章
句
下
」
が
「
孔
子

懼
、
作
春
秋
。
春
秋
、
天
子
之
事
也
…
」
の
箇
所
に
引
く

胡
安
国
注
が
「
仲
尼
作
春
秋
以
寓
王
法
。
惇
典
、
庸
禮
、

命
徳
、
討
罪
、
其
大
要
皆
天
子
之
事
也
」
（p

.2
7
2

）
と

述
べ
て
い
る
。
元
・
詹
道
傳
『
孟
子
纂
箋
』
は
「
厚
典
」

と
す
る
胡
氏
注
を
引
き
つ
つ
、
「
冝
改
作
惇
字
」
と
す
る

※
本
條
は
酒
井
忠
夫
「
朱
子
と
道
教
」(

『
朱
子
学
大
系
第
一

巻　

朱
子
学
入
門
』
所
収
。
明
徳
出
版
社
、1

9
7
4

年)

に
概
訳

が
見
ら
れ
る(p

.4
1
3
)

。

〔
訳
〕

儒
教
と
は
、
そ
の
開
闢
以
来
、(

堯
・
舜
の)

二
帝
、(

禹
・

湯
・
文
王)
の
三
王
が
天
理
を
述
べ
、
人
心
に
順
い
、
世
を
治

め
民
を
教
え
、
聖
典
を
充
実
さ
せ
、
礼
を
恒
常
的
な
も
の
に
し

た
道
な
の
で
あ
る
。
時
代
が
下
っ
て
、
聖
人
・
賢
者
が
言
説
に

書
き
表
し
、後
世
に
示
し
た
の
だ
。
世
が
衰
乱
す
る
に
及
ん
で
、

方
外
の
士
は
世
が
争
乱
す
る
の
を
嫌
い
、
そ
の
身
に
禍
害
が
及

ぶ
の
を
畏
れ
、
空
寂
の
思
想
に
耽
る
こ
と
で
乱
世
に
於
い
て
そ

の
身
を
全
う
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
老
子
が
そ
の
端
を
発
す
る

と
、
列
禦
寇
、
荘
周
、
楊
朱
の
徒
が
こ
れ
に
付
和
し
た
。
孟
子

は
か
つ
て
こ
の
「
父
な
し
君
な
し
」
の
思
想
を
退
け
、
禽
獣
に

も
等
し
い
も
の
と
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
言
葉
は
参
入
し
や

す
く
、
そ
の
教
え
は
行
い
易
か
っ
た
。
漢
初
に
あ
っ
て
は
、
当

時
の
君
主
は
み
な
そ
の
説
を
信
じ
、
人
民
も
ま
た
こ
れ
に
な
び

い
た
。
蕭
何
、
曹
参
、
汲
黯
、
司
馬
談
で
さ
え
も
皆
こ
の
説
を

重
ん
じ
、
正
に
六
経
よ
り
も
優
先
す
る
に
足
る
と
し
、
世
を
治

め
る
者
が
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
た

の
だ
。
後
漢
以
降
に
な
る
と
、
米
賊
張
道
陵
や
海
島
寇
謙
之
の
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卒
、
謚
懿
侯
。
子
窋
代
侯
。
百
姓
歌
之
曰
、
蕭
何
爲
法
、

顜
若
畫
一
。
曹
參
代
之
、
守
而
勿
失
。
載
其
清
淨
、
民

以
寧
一
。
…
太
史
公
曰
、
曹
相
國
參
攻
城
野
戰
之
功
所
以

能
多
若
此
者
、
以
與
淮
陰
侯
倶
。
及
信
已
滅
、
而
列
侯

成
功
、
唯
獨
參
擅
其
名
。
參
爲
漢
相
國
、
清
靜
極
言
合

道
。
然
百
姓
離
秦
之
酷
後
、
參
與
休
息
無
爲
、
故
天
下
倶

稱
其
美
矣
」
（
『
史
記
』
巻
五
十
四
「
曹
相
國
世
家
第

二
十
四
」p

.2
0
3
1

）
と
、
蕭
何
と
曹
參
は
共
に
「
清
淨
の

政
」
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
「
汲
黯
」
に
就
い
て
は

「
黯
學
黄
老
之
言
、
治
官
理
民
、
好
清
靜
、
擇
丞
史
而
任

之
」
（
『
史
記
』
巻
一
百
二
十
「
汲
鄭
列
傳
第
六
十
」

p
.3

1
0
5

）
と
有
る
。
太
史
談
に
就
い
て
は
、
「
太
史
公
學

天
官
於
唐
都
、
受
易
於
楊
何
、
習
道
論
於
黄
子
。
太
史
公

仕
於
建
元
元
封
之
間
、
愍
學
者
之
不
達
其
意
而
師
悖
、
乃

論
六
家
之
要
指
曰
、
…
」
（
『
史
記
』
巻
一
百
三
十
「
太

史
公
自
序
第
七
十
」p

.3
2
8
8

）
と
有
り
、
「
六
家
要
旨
」

で
道
家
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
尚
、
金
谷
治
『
秦
漢
思

想
史
研
究
』
「
第
二
章　

漢
初
の
道
家
思
潮
」
「
第
三
章

　

秦
漢
儒
生
の
活
動
（
上
）
」
（
日
本
学
術
振
興
会
、
昭

和
35
年
）
等
を
参
照
。

(

7)
「
先
於
六
經
」
：
『
漢
書
』
の
班
固
の
次
の
批
判
に
基
づ

(

巻
六)

。

(

2)

「
立
言
」
：
『
語
類
』
に
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
「
聖

人
」
の
行
い
と
し
て
は
、
「
不
須
説
子
夏
是
大
儒
小
儒
、

且
要
求
箇
自
家
使
處
。
聖
人
爲
萬
世
立
言
、
豈
專
爲
子
夏

設
」
（
『
語
類
』
巻
三
十
二p

8
0
5

）
等
見
ら
れ
る
。

(

3)

「
方
外
之
士
」
：
「
方
外
」
の
語
は
「
釋
氏
所
謂
敬
以
直

内
、
只
是
空
豁
豁
地
、
更
無
一
物
、
却
不
會
方
外
。
聖
人

所
謂
敬
以
直
内
、
則
湛
然
虚
明
、
萬
里
具
足
、
方
能
義

以
方
外
」
（
『
語
類
』
巻
一
百
二
十
六p

.3
0
1
5

）
等
『
語

類
』
に
は
多
数
見
ら
れ
る
も
の
の
、
「
方
外
之
士
」
の

用
例
は
本
例
の
み
。
「
方
外
」
の
語
は
『
莊
子
』
「
大
宗

師
」
に
「
孔
子
曰
、
彼
游
方
之
外
者
也
、
而
丘
游
方
之
内

者
也
」
（p

.6
5

）
と
見
ら
れ
る
。
尚
、
『
二
程
遺
書
』
に

「
問
、
方
外
之
士
有
人
來
看
、
他
能
先
知
者
、
有
諸
」

（
『
二
程
集
』
巻
十
八
、p

.1
9
4

）
と
有
る
。

(

4)

「
無
父
無
君
」
：
『
孟
子
』
「
滕
文
公
篇
下
」
。
第
一
稿

【
7
】
條
注
（
1
）
参
照
。

(

5)

「
其
言
易
入
、
其
教
易
行
」
：
「
吾
言
甚
易
知
、
甚
易

行
。
天
下
莫
能
知
、
莫
能
行
」(

『
老
子
』
七
十
章)

。

(

6)

「
蕭
何
〜
」
：
「
曹
參
」
に
就
い
て
は
第
一
稿
【
7
】
條

注
（
4
）
を
参
照
。
又
「
參
爲
漢
相
國
、
出
入
三
年
。
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て
反
乱
し
た
た
め
に
海
島
と
称
し
た
も
の
。
寇
謙
之
が

海
島
の
五
斗
米
道
を
指
導
し
て
反
乱
し
て
は
い
な
い
」

（p
.4

1
3

）
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
宮
川
尚

志
は
晋
代
の
宗
教
反
乱
を
論
じ
て
、
「
単
に
海
島
と
か
ま

た
は
海
に
入
る
と
言
え
ば
こ
の
地
（
＝
郁
州
）
を
指
す
こ

と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
（
『
中
國
宗
教
史
研
究

　

第
一
』
同
朋
舎
、1

9
8
3

年
。p

.2
1
9

）
と
指
摘
し
て
い

る
。
尚
、
三
張
と
海
浜
地
区
と
の
関
わ
り
に
就
い
て
は
、

陳
寅
恪
「
天
師
道
與
濱
海
地
域
の
關
係
」
（
陳
寅
恪
文
集

之
二
『
金
明
館
叢
稿
初
編
』
所
収
。
上
海
古
籍
出
版
社
、

1
9
8
0

年
）
を
参
照
。

(

9)

「
盗
賊
」
：
こ
こ
で
は
「
正
道
に
悖
る
者
」
程
度
の
意
味

で
あ
ろ
う
。
『
語
類
』
に
は
、
「
問
、
破
斧
詩
傳
何
以
謂

被
堅
執
鋭
皆
聖
人
之
徒
。
曰
、
不
是
聖
人
之
徒
、
便
是

盜
賊
之
徒
」
（
『
語
類
』
巻
八
十
一p

.2
1
1
4

）
等
、
「
聖

人
」
と
「
盗
賊
」
を
対
比
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。

(

10)

「
納
降
欵
」
：
「
降
伏
す
る
」
の
意
。
『
宋
史
』
に
「
劉

繼
元
表
納
降
款
、
太
宗
陳
儀
衞
城
北
臺
以
受
之
」
（
『
宋

史
』
卷
四
百
六
十
六
「
宦
者
一
」p

.1
3
6
0
6

）
等
と
有

る
。
曹
操
の
事
跡
に
就
い
て
は
、
『
三
國
志
』
巻
一
「
武

帝
紀
第
一
」
（p

.4
5

）
、
『
同
』
巻
八
「
一
公
孫
陶
四
張

く
。
「
贊
曰
、
…
又
其
是
非
頗
繆
於
聖
人
、
論
大
道
則
先

黄
老
而
後
六
經
、
序
遊
侠
則
退
處
士
而
進
姦
雄
、
述
貨
殖

則
崇
勢
利
而
羞
其
賤
貧
、
此
其
所
蔽
也
」(

『
漢
書
』
巻

六
十
二
「
司
馬
遷
傳
第
三
十
二
」p

.2
7
3
7
)

。

(

8)

「
張
陵
・
寇
謙
之
」
：
「
張
陵
」
は
後
漢
末
の
人
。
蜀

の
鶴
鳴
山
で
仙
道
を
学
び
、
天
師
道
を
開
い
た
。
信
徒

に
米
肉
等
を
献
納
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
批
判
的
に
「
米

賊
」
と
呼
ば
れ
た(
『
三
國
志
』
巻
八
「
魏
書
」
「
一
公

孫
陶
四
張
傳
第
八
」p

.2
6
3
)

。
「
寇
謙
之
」
は
北
魏
の
道

士
。
修
道
の
結
果
、
太
上
老
君
の
降
臨
に
遭
い
、
道
教
を

清
整
し
新
天
師
道
を
起
こ
し
た
と
さ
れ
る(

『
魏
書
』
卷

一
百
一
十
四
「
釋
老
志
」p

.3
0
4
9
)

。
張
陵
に
就
い
て
朱

熹
は
「
某
問
、
道
家
之
説
、
云
出
於
老
子
。
今
世
道
士
又

却
不
然
。
今
之
傳
、
莫
是
張
角
術
、
曰
、
是
張
陵
、
見
三

國
志
。
他
今
用
印
、
乃
陽
平
治
都
功
印
。
張
魯
起
兵
之

所
、
又
有
祭
酒
、
有
都
講
祭
酒
。
魯
以
女
妻
馬
超
、
使
爲

之
。
其
設
醮
用
五
斗
米
、
所
謂
米
賊
是
也
」
（
『
語
類
』

巻
一
百
二
十
六
、p

.3
0
3
3

）
と
、
当
時
の
道
士
の
立
場
は

老
子
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
張
陵
に
依
る
も
の
と
述
べ

て
い
る
。
「
海
島
」
に
就
い
て
は
、
酒
井
忠
夫
論
文
は

「
五
斗
米
道
が
晋
代
に
、
江
南
の
海
浜
地
域
で
行
わ
れ
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質
問「
老
子
の『
道
可
道
』章
は
、或
る
者
は『
常
無
』、『
常
有
』

で
句
読
し
、『
欲
』
字
を
下
句
に
続
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
」。
朱
子
「
先
儒
に
も
又
こ
の
様
に
句
点
す

る
者
が
い
る
が
、
適
切
で
は
な
い
」。
質
問
「『
三
十
の
輻
が
、

中
央
の
一
つ
の
轂こ

し
きに
集
ま
り
、
そ
の
何
も
無
い
所
に
こ
そ
、
車

輪
と
し
て
の
働
き
が
有
る
の
だ
』
に
就
い
て
、『
無
』
と
は
車

の
座
る
場
所
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
」。
朱
子
「
恐
ら
く
は
そ
う

で
は
な
い
。
も
し
座
る
場
所
を
『
無
』
と
し
た
な
ら
ば
、
前
半

は
も
と
も
と『
輻
轂
』に
就
い
て
述
べ
て
い
て
、後
半
の『
戸
牖
』

『
埏
埴
』
と
一
貫
し
た
事
例
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
だ
（
こ
れ
ら

に
も
『
無
』
が
該
当
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
座
る
場
所
で
は

説
明
が
つ
か
な
い
）。
私
は
以
前
こ
れ
を
考
え
た
こ
と
が
有
る

が
、『
無
』
は
轂
の
中
の
空
処
の
こ
と
で
あ
り
、
空
っ
ぽ
で
あ

る
か
ら
、軸
を
受
け
て
絶
え
間
な
く
動
く
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。

ち
ょ
う
ど
、
傘
の
柄
の
上
の
木
管
で
、
多
く
の
骨
が
集
ま
る
所

の
、
何
と
呼
ぶ
の
か
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
様
だ
。
管
の
中
が

空
っ
ぽ
で
あ
る
か
ら
、
傘
の
柄
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
て
、
開

け
閉
め
し
て
上
下
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。
車
の
轂
も
ち
ょ

う
ど
こ
の
様
な
も
の
だ
。
荘
子
が
『
枢と

ぼ
そで
あ
っ
て
こ
そ
環
の
中

心
に
於
い
て
窮
ま
り
な
い
変
転
に
対
応
出
来
る
』
と
言
っ
て
い

る
の
も
、
又
こ
れ
と
同
じ
意
味
だ
」。（
沈
僴
）

傳
第
八
」
（p

.2
6
4

）
を
参
照
。

 (

11)

「
僴
」
：
沈
僴
。
第
一
稿
【
4
】
條
注(

10)

を
参
照
。

老
子
書

道
可
道
章
第
一

【
28
】

問
、「
老
子
『
道
可
道
』
章
（
１
）、
或
欲
以
『
常
無
』『
常
有
』

爲
句
讀
、
而
『
欲
』
字
屬
（
校
１
）

下
句
者
、
如
何
」。
曰
、「
先
儒

亦
有
如
此
做
句
者
、不
妥
帖
（
２
）（
校
２
）」。
問
、「『
三
十
輻
共
一
轂
、

當
其
無
、
有
車
之
用
（
３
）』。
無
、
是
車
之
坐
處
否
」。
曰
、「
恐

不
然
。
若
以
坐
處
爲
無
、
則
上
文
自
是
就
輻
轂
而
言
、
與
下
文

戸
牖
埏
埴
是
一
例
語
。
某
嘗
思
之
、
無
是
轂
中
空
處
。
惟
其
中

空
、
故
能
受
軸
而
運
轉
不
窮
。
猶
傘
柄
上
木
管
子
、
衆
骨
所
會

者
、不
知
名
何
。
縁
管
子
中
空
、又
可
受
傘
柄
、而
闢
（
校
３
）

闔
（
４
）

下
上
。
車
之
轂
亦
猶
是
也
。
莊
子
所
謂
『
樞
始
得
其
環
中
、
以

應
無
窮
』（
５
）、
亦
此
意
」。﹇
僴
﹈

（
校
1
）「
屬
」、
楠
本
本
、
和
刻
本
、
正
中
書
局
本
は
「
属
」

に
作
る
。　
（
校
2
）「
帖
」、
朝
鮮
整
版
、
楠
本
本
、
和
刻
本
、

正
中
書
局
本
は
「
貼
」
に
作
る
。 （
校
3
）「
闢
」、朝
鮮
整
版
、

楠
本
本
、
正
中
書
局
本
は
「
開
」
に
作
る
。

〔
訳
〕
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一
無
窮
也
。
故
曰
莫
若
以
明
」
（
『
莊
子
』
「
齊
物
論
」

p
.1

4

）
。

谷
神
不
死
章
第
六

【
29
】

正
淳
問
「
谷
神
不
死
、
是
爲
玄
牝
（
１
）」。
曰
、「
谷
虚
。
谷

中
有
神
、
受
聲
所
以
能
響
、
受
物
所
以
生
物
」。　
﹇

 

（
２
）﹈

※　

楠
本
本
は
こ
の
條
無
し
。

〔
訳
〕

正
淳
が
「
谷
神
は
死
に
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
を
玄
牝

と
呼
ぶ
」に
就
い
て
質
問
し
た
。
朱
子「『
谷
』と
は
空
っ
ぽ
で
、

谷
中
に
不
思
議
な
働
き
が
あ
っ
て
、
声
を
受
け
る
か
ら
響
く
こ

と
が
出
来
、
物
を
受
け
る
か
ら
物
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
る

の
だ
」。（
黄

）

〔
注
〕

(

1)

「
谷
神
不
死
〜
」
：
「
谷
神
不
死
、
是
謂
玄
牝
。
玄
牝
之

門
、
是
謂
天
地
根
。
緜
緜
若
存
、
用
之
不
勤
」
（
『
老

子
』
第
六
章
）
。

(
2)

「

」
：
黄

。
第
一
稿
【
5
】
條
注(

9)

を
参
照
。

【
30
】

〔
注
〕

(

1)

「
道
可
道
」
：
『
老
子
』
第
一
章
。
第
二
稿
【
20
】
條
注

（
7
）
を
参
照
。

(

2)
「
妥
帖
」
：
「
妥
当
で
あ
る
、
信
用
出
来
る
」
の
意
。

『
語
類
』
に
は
「
思
而
不
學
則
殆
。
雖
用
心
思
量
、
不

曾
就
事
上
習
熟
、
畢
竟
生
硬
、
不
會
妥
帖
」
（
『
語
類
』

巻
二
十
四p

.5
8
5

）
等
と
見
ら
れ
る
。
朝
鮮
整
版
等
の

「
妥
貼
」
と
し
て
は
「
便
見
得
不
妥
貼
」
（
『
語
類
』

巻
一
百
一
十
三p

.2
7
4
9

）
と
有
り
、
何
れ
も
否
定
的
形
式

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
近
代
漢
語
大
詞
典
』
は
「
妥

貼
」
で
「
穏
妥
、
可
靠
」
（p
.1

8
9
9

）
と
す
る
。
尚
、
こ

の
『
老
子
』
の
句
点
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
二
稿

【
20
】
條
を
参
照
。

(

3)

「
三
十
輻
共
一
轂
〜
」
：
「
三
十
輻
共
一
轂
、
當
其
無
、

有
車
之
用
。
埏
埴
以
爲
器
、
當
其
無
、
有
器
之
用
。
鑿
戸

牖
以
爲
室
、
當
其
無
、
有
室
之
用
。
故
有
之
以
爲
利
、
無

之
以
爲
用
」
（
『
老
子
』
第
十
一
章
）
。

(

4)

「
闢
闔
」
：
「
開
き
閉
じ
る
」
の
意
。
転
じ
て
造
化
の
働

き
も
意
味
す
る
。
第
一
稿
【
5
】
條
注(

2)

を
参
照
。

(

5)

「
樞
始
得
其
環
中
〜
」
：
「
彼
是
莫
得
其
偶
、
謂
之
道

樞
。
樞
始
得
其
環
中
、
以
應
無
窮
。
是
亦
一
無
窮
、
非
亦
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の
物
で
も
受
け
入
れ
な
い
こ
と
が
有
れ
ば
、『
か
ら
っ
ぽ
で
尽

き
果
て
る
』
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
っ
た
一
つ
の
物
で
も

応
じ
な
い
も
の
が
有
れ
ば
、『
動
い
て
も
出
て
く
る
こ
と
が
出

来
な
い
』
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」。
質
問
「『
玄
牝
』
は
、
或

る
者
は
『
玄
と
は
衆
妙
の
門
で
、
牝
は
万
物
の
祖
で
あ
る
』
と

言
っ
て
い
ま
す
」。朱
子「
そ
の
様
に
説
く
べ
き
で
は
な
い
。『
牝
』

は
単
に
木
に
穴
が
開
い
て
い
て
、
横
木
を
入
れ
る
様
な
も
の

で
、受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在
、

門か
ん
ぬ
き
を
『
牡
』
と
謂
い
、
鐶
か
ん
ぬ
き
あ
なを
『
牝
』
と
言
う
様
な
も
の
だ
。

鏁か
ん
ぬ
き
あ
な
管
が
『
牝
』
で
あ
り
、
鏁か
ん
ぬ
き鬚
が
『
牡
』
な
の
だ
。『
雌
雄
』

を
『
牝
牡
』
と
言
う
こ
と
か
ら
分
か
る
で
あ
ろ
う
。『
玄
』
は
、

至
妙
（
が
出
て
く
る
そ
）
の
『
牝あ

な

』
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、
あ

の
様
な
意
味
で
の
『
牝
』
で
は
な
い
の
だ
」。
質
問
「
老
子
の

言
葉
に
は
、
取
る
べ
き
点
が
有
る
様
で
す
が
」。
朱
子
「
老
子

は
多
く
の
発
言
を
し
て
い
る
、
取
る
べ
き
も
の
が
無
い
な
ど
と

い
う
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
か
。
仏
教
の
場
合
で
も
取
る
べ
き
点

は
多
い
の
だ
。
た
だ
到
達
点
も
入
り
口
も
全
部
間
違
っ
て
い
る

の
だ
」。（
林
夔
孫
）

〔
注
〕

(
1)
「
虚
而
不
屈
〜
」
：
「
天
地
之
間
、
其
猶
槖
籥
乎
。
虚
而

不
屈
、
動
而
愈
出
」
（
『
老
子
』
第
五
章
）
。

問
「
谷
神
」。
曰
、「
谷
只
是
虚
而
能
受
、
神
謂
無
所
不
應
。

它
又
云
、『
虚
而
不
屈
、
動
而
愈
出
（
１
）』。
有
一
物
之
不
受
、

則
虚
而
屈
矣
。
有
一
物
之
不
應
、是
動
而
不
能
出
矣
」。
問
、「『
玄

牝
』、
或
云
、
玄
是
衆
妙
之
門
、
牝
是
萬
物
之
祖
（
２
）」。
曰
、「
不

是
恁
地
説
。
牝
只
是
木
孔
承
笋
、
能
受
底
物
事
。
如
今
門

謂

之
牡
、
鐶
則
謂
牝
（
校
１
）。
鏁
管
便
（
校
２
）

是
牝
、
鏁
鬚
便
（
校
２
）

是

牡
（
校
３
） （
３
）。
雌
雄
謂
之
牝
牡
、可
見
。
玄
者
、謂
是
至
妙
底
牝
（
校
４
）、

不
是
那
一
樣
底
牝
」。
問
、「
老
子
之
言
、似
有
可
取
處
」。
曰
、「
它

做
許
多
言
語
、
如
何
無
可
取
。
如
佛
氏
亦
儘
有
可
取
、
但
歸
宿

門
戸
（
４
）

都
錯
了
」。﹇
夔
孫
（
５
） 
﹈

（
校
1
）「
謂
牝
」、
朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局
本
は
「
謂
之
牝
」

に
作
る
。　
（
校
2
）「
便
」、朝
鮮
整
版
は「

」に
作
る
。　
（
校

3
）「
牡
」、
和
刻
本
は
「
牝
」
に
作
る
。 
（
校
4
）「
牝
」、
和

刻
本
は
「
牡
」
に
作
る
。

※　

楠
本
本
は
こ
の
條
無
し
。

〔
訳
〕

「
谷
神
」
に
つ
い
て
の
質
問
。
朱
子
「『
谷
』
は
単
に
空
っ
ぽ

で
物
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
、

『
神
』と
は
無
限
に
応
じ
る
と
い
う
こ
と
だ
。『
老
子
』は
又『
か

ら
っ
ぽ
で
あ
り
な
が
ら
尽
き
果
て
る
こ
と
な
く
、
動
け
ば
動
く

程
、
ま
す
ま
す
出
て
く
る
』
と
も
言
っ
て
い
る
。
た
っ
た
一
つ
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(

4)

「
歸
宿
」
：
「
最
終
的
に
辿
り
着
く
べ
き
境
地
、
最
終
的

に
落
ち
着
く
べ
き
地
点
」
の
意
。
『
語
類
』
に
は
「
惟
篤

志
、
又
切
問
近
思
、
便
有
歸
宿
處
、
這
心
便
不
汎
濫
走

作
、
只
在
這
坎
窠
裏
不
放
了
、
仁
便
在
其
中
」
（
『
語

類
』
巻
四
十
九p

.1
2
0
4

）
等
と
多
く
見
ら
れ
る
。
『
近
代

漢
語
大
詞
典
』
は
「
結
局
、
最
終
着
落
」
（p

.6
9
1

）
と

す
る
。
尚
、
「
歸
宿
」
の
語
は
夙
に
『
荀
子
』
「
非
十
二

子
」
に
「
則
倜
然
無
所
歸
宿
」
と
し
て
見
ら
れ
（
新
編
諸

子
集
成
『
荀
子
』
「
非
十
二
子
」
、
中
華
書
局
、1

9
9
2

年
。p

.9
3

）
、
「
収
拾
が
つ
か
な
い
、
統
一
が
無
い
」
の

意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
門
戸
」
：
「
個
々
の
学
問

の
入
口
」
の
意
。
『
語
類
』
に
は
「
問
、
孔
子
教
人
就
事

上
做
工
夫
、
孟
子
教
人
就
心
上
做
工
夫
。
何
故
不
同
。

曰
、
聖
賢
教
人
、
立
箇
門
戸
、
各
自
不
同
」
（
『
語
類
』

巻
十
九p

.4
2
9

）
等
と
見
ら
れ
る
。

(

5)

「
夔
孫
」
：
林
夔
孫
。
第
一
稿
【
16
】
條
注(

2)

を
参

照
。

【
31
】

問
「
谷
神
不
死
」。
曰
、「
谷
之
虚
也
、
聲
達
焉
、
則
響
應
之
、

乃
神
化
（
１
）

之
自
然
也
。『
是
謂
玄
牝
』。
玄
、
妙
也
。
牝
、
是

(

2)

「
或
云
〜
」
：
例
え
ば
、
司
馬
光
『
道
徳
經
』
注
に
は

「
玄
者
言
其
微
妙
、
牝
者
萬
物
之
母
」
（
司
馬
光
『
道
徳

眞
經
論
』1

/
3
b
/
1
0

）
と
見
ら
れ
る
。

(

3)
「
今
門

謂
之
牡
〜
」
：
『
禮
記
』
「
所
擧
於
晋
國
管
庫

之
士
七
十
有
餘
家
」(

『
禮
記
』
「
檀
弓
下
」p

.5
1
3

下)

の

鄭
玄
注
に
「
管
、
鍵
也
」(p

.5
1
4

上)

と
有
り
、
賈
公
彦
疏

に
「
案
月
令
注
、
管
、
籥
、
搏
鍵
器
、
鍵
謂
鎖
之
入
内

者
、
俗
謂
之
鎖
須
管
、
謂
夾
取
鍵
、
今
謂
之
鑰
匙
、
則

是
管
鍵
爲
別
物
。
而
云
管
鍵
者
、
對
則
細
別
、
散
則
大

同
、
爲
鍵
而
有
、
故
云
管
鍵
」
（p

.5
1
6

上
）
と
有
り
、

又
、
「
月
令
」
の
「
坏
、
城
郭
、
戒
門
閭
、
脩
鍵
閉
、
愼

管
籥
」
（
『
禮
記
』
「
月
令
」p

.8
5
6

下
）
の
鄭
玄
注
に

「
鍵
牡
、
閉
牝
也
。
管
、
籥
、
搏
鍵
器
也
」(p

.8
5
6

下)

と

有
り
、
賈
公
彦
疏
に
「
鍵
牡
閉
牝
者
、
凡
鏁
器
入
者
謂

之
牡
、
受
者
謂
之
牝
」
（p

.8
5
7

上
）
と
見
ら
れ
る
。
又

『
漢
書
』
に
も
「
成
帝
元
延
元
年
止
月
、
長
安
章
城
門
、

門
牡
自
亡
、
函
谷
關
次
門
牡
亦
自
亡
」(

『
漢
書
』
巻

二
十
七
中
之
上
「
五
行
志
第
七
中
之
上
」p

.1
4
0
1
)

と
有

り
、
晋
灼
注
は
「
西
出
南
頭
第
一
門
也
。
牡
是
出
籥
者
」

(p
.1

4
0
2
)

と
、
顔
師
古
注
は
「
牡
所
以
下
閉
者
也
。
亦
以

鐵
爲
之
、
非
出
籥
也
」
（p

.1
4
0
2

）
と
述
べ
る
。
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p
.2

2
5

）
。
『
語
類
』
に
は
「
仁
屬
春
、
屬
木
。
且
看
春

間
天
地
發
生
、
藹
然
和
氣
、
如
草
木
萌
芽
、
初
間
僅
一
針

許
、
少
間
漸
漸
生
長
、
以
至
枝
葉
花
實
、
變
化
萬
状
、
便

可
見
他
生
生
之
意
」
（
『
語
類
』
巻
十
七p

.3
8
3

）
等
と

見
ら
れ
る
。

(

3)

「
人
傑
」
：
萬
人
傑
。
第
二
稿
【
22
】
條
注(

4)

を
参

照
。

【
32
】

玄（
校
１
）牝
蓋
言
萬
物
之
感
而
應
之
不
窮
、又
言
受
而
不
先（
校
２
）。

如
言
「
聖
人
執
左
契
而
不
責
於
人
（
１
）」、
契
有
左
右
、
左
所
以

銜
（
校
３
）

右
。
言
左
契
、
受
之
義
也
。﹇
方
子
﹈

（
校
1
）「
玄
」、
楠
本
本
、
和
刻
本
、
正
中
書
局
本
は
「
元
」

に
作
る
。 

（
校
2
）「
又
言
受
而
不
先
」、
朝
鮮
整
版
、
正
中
書

局
本
は
細
注
と
す
る
。 （
校
3
）「
銜
」、
朝
鮮
整
版
、
和
刻
本
、

正
中
書
局
本
は
「

」
に
作
る
。

※　

楠
本
本
は
【
33
】
條
の
直
後
に
配
さ
れ
て
い
る
。

〔
訳
〕

「
玄
牝
」
と
は
、
思
う
に
、
万
物
の
感
応
が
無
限
で
あ
る
こ
と

を
言
い
、又
、（
物
か
ら
の
働
き
か
け
を
）
受
け
る
の
で
あ
っ
て
、

先
に
働
き
か
け
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。「
聖
人

有
所
受
而
能
生
物
者
也
。
至
妙
之
理
、
有
生
生
之
意
焉
、
程
子

所
（
校
１
）

取
老
氏
之
説
也
（
２
）」。﹇
人
傑
（
３
）﹈

（
校
1
）「
所
」、
朝
鮮
整
版
、
楠
本
本
、
正
中
書
局
本
、
和
刻

本
は
「
所
以
」
に
作
る
。

※　

楠
本
本
は
【
34
】
條
の
直
前
に
配
さ
れ
て
い
る
。

〔
訳
〕

「
谷
神
は
死
に
絶
え
る
こ
と
は
な
い
」
へ
の
問
い
。
朱
子
「
谷

は
空
っ
ぽ
で
あ
り
、
そ
こ
に
声
が
達
す
る
と
響
が
応
じ
る
、
こ

れ
が
不
可
思
議
な
働
き
で
あ
る
自
然
と
い
う
も
の
だ
。『
こ
れ

を
玄
牝
と
呼
ぶ
』
の
『
玄
』
と
は
、
妙
と
い
う
こ
と
だ
。『
牝
』

と
は
、
物
を
受
け
止
め
、
物
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
い

う
こ
と
だ
。
至
妙
の
理
に
は
、
生
生
の
意
が
有
る
。
程
子
は
老

子
の
説
を
採
用
し
て
い
る
の
だ
」（
万
人
傑
）

〔
注
〕

(

1)

「
神
化
」
：
「
不
可
思
議
な
変
化
、
働
き
」
の
意
。
『
語

類
』
に
は
、
「
或
問
一
故
神
。
曰
、
一
是
一
箇
道
理
、
却

有
兩
端
、
用
處
不
同
。
譬
如
陰
陽
、
陰
中
有
陽
、
陽
中
有

陰
。
陽
極
生
陰
、
陰
極
生
陽
、
所
以
神
化
無
窮
」
（
『
語

類
』
巻
九
十
八p

.2
5
1
1

）
等
と
見
ら
れ
る
。

(

2)

「
生
生
之
意
〜
」
：
「
老
子
亦
曰
、
三
生
萬
物
、
此
是

生
生
之
謂
易
、
理
自
然
如
此
」
（
『
二
程
集
』
巻
十
八
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濶
（
校
13
） 

（
２
）
、
較
高
遠
（
３
）
、
然
却
較
虚
、
走
（
４
）

了
老
子
意

思
（
校
14
）。
若
在
老
子
當
時
看
來
、
也
不
甚
喜
他
如
此
説
」。
莊

仲
問
、「『
道
可
道
』
如
何
解
」。
曰
（
校
２
）、「
道
而
可
道
、
則
非

常
道
。
名
而
可
名
、則
非
常
名
」。
又
問「
玄
」之
義
。
曰（
校
２
）、「
玄
、

只
是
深
遠
而
至
於
黒
窣
窣
地
處
（
５
）、
那
便
（
校
10
）

是
衆
妙
所
在
」。

又
問
「
寵
辱
若
驚
、
貴
大
患
若
身
（
６
）」。
曰
（
校
２
）、「
從
（
校
15
）

前
理
會
此
章
（
校
16
）

不
得
」。﹇
義
剛
（
７
） 

﹈

（
校
1
）「
沈
」、楠
本
本
は
「
周
」
に
作
る
。 （
校
2
）「
曰
」、

楠
本
本
は
「
先
生
曰
」
に
作
る
。 

（
校
3
）「
箇
」、
楠
本
本
は

「
个
」
に
作
る
。　
（
校
4
）「
徼
」、和
刻
本
は
「
竅
」
に
作
る
。

（
校
5
）「
徼
」、楠
本
本
は
「
竅
」
に
作
る
。　
（
校
6
）「
説
」、

楠
本
本
は
「
是
説
」
に
作
る
。　
（
校
7
）「
那
」、
楠
本
本
は

「
那
个
」
に
作
る
。　
（
校
8
）「
老
子
」、楠
本
本
は
「
那
老
子
」

に
作
る
。　
（
校
9
）「
莊
子
」、
楠
本
本
は
「
莊
子
模
樣
」
に

作
る
。　
（
校
10
）「
便
」、
朝
鮮
整
版
は
「

」
に
作
る
。　

（
校
11
）「
曰
」、楠
本
本
は
「
云
」
に
作
る
。　
（
校
12
）「
學
」、

楠
本
本
は
「
文
字
却
」
に
作
る
。「
文
字
」
は
「
斈
」
の
誤
り

と
思
わ
れ
る
。　
（
校
13
）「
濶
」、
楠
本
本
は
「

」
に
作
り
、

朝
鮮
整
版
、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
は
「
闊
」
に
作
る
。　
（
校

14
）「
意
思
」、
楠
本
本
は
「
意
」
に
作
る
。　
（
校
15
）「
從
」、

楠
本
本
は
「
向
」
に
作
る
。　
（
校
16
）「
此
章
」、楠
本
本
は
「
曉

は
割
符
の
左
半
分
を
握
っ
て
、
人
に
取
り
立
て
る
こ
と
は
し
な

い
の
だ
」
等
は
、
割
符
に
は
左
右
が
有
っ
て
、
左
が
右
を
噛
む

の
だ
。「
左
契
」
と
言
う
の
は
、
受
け
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
李
方
子
）

〔
注
〕

(

1)

「
聖
人
執
左
契
〜
」
：
「
是
以
聖
人
執
左
契
、
而
不
責
於

人
」
（
『
老
子
』
第
七
十
九
章
）
。

(

2)

「
方
子
」
：
李
方
子
。
第
一
稿
【
13
】
條
注(

3)

を
参

照
。

【
33
】

沈
（
校
１
）

莊
仲
問
、「『
谷
神
不
死
、
是
謂
玄
牝
』、
如
何
」。
曰
（
校
２
）、

「
谷
神
是
那
箇
（
校
３
）

虚
而
應
物
底
物
事
」。
又
問
、「『
常
有
欲
以

觀
其
徼
（
校
４
）』、
徼
（
校
４
）

之
義
如
何
」。
曰
（
校
２
）、「
徼
（
校
５
）

是
那

邊
徼
（
校
５
）、
如
邊
界
相
似
、
説
（
校
６
）

那
（
校
７
）

應
接
處
。
向
來
人

皆
作
『
常
無
』『
常
有
』
點
、不
若
只
作
『
常
有
欲
』『
無
欲
』
點
」。

義
剛
問
、「
原
壤
（
１
）

看
來
也
是
學
老
子
（
校
８
）」。
曰
（
校
２
）、「
他

也
不
似
老
子
、老
子
却
不
恁
地
」。
莊
仲
曰
、「
却
似
莊
子
（
校
９
）」。

曰
（
校
２
）、「
是
。
便
（
校
10
）

是
夫
子
時
已
有
這
樣
人
了
」。
莊
仲

曰
（
校
11
）、「
莊
子
雖
以
老
子
爲
宗
、
然
老
子
之
學
（
校
12
）

尚
要

出
來
應
世
、
莊
子
却
不
如
此
」。
曰
（
校
２
）、「
莊
子
説
得
較
開
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老
子
の
当
時
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
荘
子
が
あ
の
様
に
説
く
の
を

あ
る
い
は
好
ま
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」。
荘
仲
の
質
問
「『
道
可

道
』
と
は
ど
の
様
に
解
す
の
で
し
ょ
う
」。
朱
子
「
道
で
あ
っ

て
道
と
す
べ
き
は
常
道
で
は
な
い
。
名
で
あ
っ
て
名
と
す
べ
き

は
常
名
で
は
な
い
」。
ま
た
「
玄
」
の
意
味
に
就
い
て
尋
ね
た
。

朱
子
「『
玄
』
は
、
単
に
深
遠
で
真
っ
黒
の
場
所
を
意
味
す
る

だ
け
だ
。
そ
こ
は
衆
妙
が
存
在
す
る
所
な
の
だ
」。
又
「
寵
愛

を
受
け
る
か
屈
辱
を
受
け
る
か
、
人
々
は
び
く
び
く
と
し
て
い

る
、（
こ
れ
ら
）
大
き
な
心
配
事
の
原
因
を
我
が
身
と
同
じ
よ

う
に
大
事
に
し
て
い
る
か
ら
だ
」に
就
い
て
尋
ね
た
。
朱
子「
以

前
か
ら
こ
の
章
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
」。（
黄

義
剛
）

〔
注
〕

(

1)

「
原
壤
」
：
『
論
語
』
に
「
原
壤
夷
俟
。
子
曰
、
幼
而
不

孫
弟
、
長
而
無
述
焉
、
老
而
不
死
。
是
爲
賊
。
以
杖
叩
其

脛
」
（
『
論
語
』
「
憲
問
」P

.1
0
4
3

）
と
見
ら
れ
、
『
禮

記
』
「
壇
弓
」
の
「
孔
子
之
故
人
曰
原
壤
、
其
母
死
、

夫
子
助
之
沐
椁
。
原
壤
登
木
曰
、
久
矣
予
之
不
托
於
音

也
。
歌
曰
、
貍
首
之
班
然
、
執
女
手
之
卷
然
。
夫
子
爲
弗

聞
也
者
而
過
之
。
從
者
曰
、
子
未
可
以
已
乎
。
夫
子
曰
、

丘
聞
之
、
親
者
毋
失
其
爲
親
也
、
故
者
毋
失
其
爲
故
也
」

這
一
章
」
に
作
る
。

※
楠
本
本
は
【
28
】
條
の
直
後
に
配
さ
れ
て
い
る
。

〔
訳
〕

沈
僩
の
質
問
「『
谷
神
は
死
に
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ

を
玄
牝
と
呼
ぶ
』
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」。
朱
子
「『
谷

神
』
と
は
空
っ
ぽ
で
物
に
応
じ
る
も
の
の
こ
と
だ
」。
又
質
問

「『
い
つ
で
も
欲
が
あ
れ
ば
、
そ
の
徼
を
見
る
の
だ
』
の
、『
徼
』

と
は
ど
の
様
な
意
味
で
し
ょ
う
か
」。
朱
子
「『
徼
』
は
『
辺
徼
』

の
こ
と
で
、
境
界
線
の
様
な
も
の
で
、
人
が
事
物
に
対
応
す
る

場
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
。
今
ま
で
人
々
は
皆
『
常
無
』、

『
常
有
』
で
句
点
と
し
て
い
た
が
、『
常
有
欲
』、『
常
無
欲
』
で

句
点
と
す
る
方
が
よ
い
」。
義
剛
の
質
問
「
原
壤
は
見
た
と
こ

ろ
老
子
を
学
ん
で
い
た
様
で
す
が
」。
朱
子
「
彼
の
説
は
老
子

に
は
似
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
老
子
は
あ
の
様
で
は
な
い
」。
荘

仲
「
む
し
ろ
荘
子
に
似
て
い
ま
す
」。
朱
子
「
そ
う
だ
。
即
ち
、

孔
子
の
時
に
既
に
あ
の
様
な
人
が
い
た
の
だ
」。
荘
仲
「
荘
子

は
老
子
を
根
本
と
は
し
て
い
る
も
の
の
、
し
か
し
、
老
子
の
学

は
や
は
り
積
極
的
に
世
に
応
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
荘
子

は
そ
の
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
朱
子
「
荘
子
の
説
は
拘
り
が

無
く
高
尚
で
は
あ
る
が
、し
か
し
内
容
に
乏
し
く
、老
子（
本
来
）

の
考
え
方
を
（
違
う
も
の
に
）
変
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
も
し
、
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髙
之
弊
」(

『
語
類
』
巻
一
百
二
十
一p

.2
9
3
7
)

等
と
見
ら

れ
る
。
尚
、
否
定
的
「
高
」
に
就
い
て
は
第
二
稿
【
22
】

條
注(

3)

「
好
高
」
を
参
照
。

(

4)

「
走
」
：
「
本
来
の
状
態
を
失
う
、
変
質
さ
せ
る
」
の

意
。
『
語
類
』
に
は
「
前
輩
云
、
讀
書
不
可
不
敬
。
敬

便
精
專
、
不
走
了
這
心
」(

『
語
類
』
巻
十p

.1
6
8
))

等

と
有
る
。
『
近
代
漢
語
大
詞
典
』
は
「
錯
失
、
変
易
」

（p
.2

4
6
8

）
と
す
る
。
『
語
類
』
に
多
く
見
ら
れ
る
「
走

作
」
と
類
似
の
使
用
と
見
ら
れ
る
。
『
三
浦
語
類
』
は

「
走
作
」
を
「
範
囲
を
軼
出(

は
み
出
る)

す
る
を
謂
う
」

と
し(p

9
6
)

、
『
朱
子
語
類
訳
注
巻
十
〜
十
一
』
は
「
横

道
に
そ
れ
る
こ
と
」(p

.1
3
5
)

と
解
説
す
る
。

(

5)

「
黒
窣
窣
地
處
」
：
「
真
っ
黒
」
の
意
。
『
語
類
』
に
は

「
若
上
面
著
布
衣
、
裏
面
著
布
襖
、
便
是
内
外
黒
窣
窣

地
」
（
『
語
類
』
巻
六
十
四p

.1
5
9
8

）
等
見
ら
れ
る
。

『
朱
子
語
類
訳
注
巻
十
〜
十
一
』(P

.6
6
)

を
参
照
。

(

6)

「
寵
辱
若
驚
〜
」
：
「
寵
辱
若
驚
、
貴
大
患
若
身
。
何
謂

寵
辱
若
驚
。
寵
爲
下
、
得
之
若
驚
、
失
之
若
驚
。
是
謂
寵

辱
若
驚
。
何
謂
貴
大
患
若
身
。
吾
所
以
有
大
患
者
、
爲
吾

有
身
、
及
吾
無
身
、
吾
有
何
患
」
（
『
老
子
』
第
十
三

章
）
。

（
『
禮
記
』
「
壇
弓
下
」p

.5
1
2

上
）
と
い
う
記
述
は
、

『
莊
子
』
「
大
宗
師
」
に
見
ら
れ
る
子
桑
戸
の
死
去
に

際
し
て
の
孟
子
反
と
子
琴
張
の
様
子
を
髣
髴
さ
せ
、
朱

熹
は
「
原
壤
、
孔
子
之
故
人
。
母
死
而
歌
、
蓋
老
氏
之

流
、
自
放
於
禮
法
之
外
者
」
（
『
論
語
集
注
』
「
憲
問
」

p
.1

6
0

）
と
注
を
付
し
て
い
る
。

(

2)

「
開
濶
」
：
「
広
々
と
し
て
伸
び
や
か
で
あ
る
、
こ
だ
わ

り
が
無
い
」
の
意
。
『
語
類
』
に
は
「
開
闊
中
又
着
細

密
、
寛
緩
中
又
着
謹
嚴
」
（
『
語
類
』
巻
八p

.1
4
4

）
、

「
曾
點
開
闊
、
漆
雕
開
深
穩
」
（
『
語
類
』
巻
二
十
八

p
.7

1
7

）
等
多
く
見
ら
れ
る
。
「
開
濶
」
は
「
細
密
」

「
深

」
に
対
す
る
概
念
で
、
そ
れ
自
体
に
否
定
的
意
味

は
無
い
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
に
偏
る
こ
と
に
は
注
意
が
払

わ
れ
て
い
る
。
尚
、
『
近
代
漢
語
大
詞
典
』
は
「
暢
豁
、

開
朗
」
と
す
る(p

.1
0
2
0
)

。

(

3)

「
高
遠
」
：
「
高
尚
で
あ
る
」
の
意
。
『
語
類
』
に
は

「
聖
人
之
道
有
髙
遠
處
、
有
平
實
處
」(

『
語
類
』
巻
八

p
.1

2
9
)

等
多
数
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
高
尚
に
過

ぎ
る
」
と
い
う
否
定
的
意
味
合
い
を
含
む
も
の
で
あ
ろ

う
。
同
様
の
用
例
と
し
て
「
張
洽
因
先
生
言
近
來
學
者
多

務
髙
遠
、
不
自
近
處
著
工
夫
。
因
言
、
近
來
學
者
誠
有
好
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(

3)

「
一
、
二
」
：
『
易
』
「
繋
辭
傳
上
」
の
「
天
一
地
二
」

(p
.5

5
1
)

及
び
『
尚
書
』
「
洪
範
」
の
「
五
行
、
一
曰
水
、

二
曰
火
、
三
曰
木
、
四
曰
金
、
五
曰
土
」(

『
十
三
經
注

疏
分
段
標
點
』
本
『
尚
書
』
「
洪
範
」p

.4
4
6

下
。
新
文

豊
出
版
公
司
、
二
〇
〇
一
年)

等
に
基
づ
く
が
、
第
十
章

注
釈
に
「
天
一
、
地
二
」
の
観
念
を
持
ち
込
む
発
想
は
、

北
宋
・
徽
宗
注
に
「
天
一
生
水
、
於
物
爲
精
。
地
二
生

火
、
於
物
爲
神
。
精
神
生
於
道
、
形
本
生
於
精
。
守
而
忽

失
、
與
神
爲
一
、
則
精
與
神
合
而
不
離
」
（
『
宋
徽
宗

御
解
道
徳
眞
經
』1

/
1
8
a/

5

）
と
、
「
一
・
水
・
精
」
と

「
二
・
火
・
神
」
の
一
体
化
と
し
て
見
ら
れ
る
。
『
語

類
』
に
は
「
天
一
自
是
生
水
、
地
二
自
是
生
火
」
（
『
語

類
』
巻
一p

.9

）
と
見
ら
れ
る
（
『
朱
子
語
類
訳
注
巻
一

〜
三
』p

.6
7

）
。

【
35
】

「
專
氣
致
柔
」（
１
）、
只
看
他
這
箇
（
校
１
）

甚

樣
工
夫
、
專
、
非

守
之
謂
也
（
２
）、只
是
專
一
無
間
斷
。
致
柔
、是
到
那
柔
之
極
處
。

纔
有
一
毫
（
校
２
）
發
露
、便
（
校
３
）
是
剛
、這
氣
便
（
校
３
）
粗
了
（
３
）。﹇
僴
﹈

（
校
1
）「
箇
」、楠
本
本
は
「
个
」
に
作
る
。　
（
校
2
）「
毫
」、

正
中
書
局
本
は
「
豪
」
に
作
る
。　
（
校
3
）「
便
」、
朝
鮮
整

(

7)

「
義
剛
」
：
黄
義
剛
。
第
一
稿
【
16
】
條
注(

2)

を
参

照
。

【
34
】

張
以
道
（
１
）

問
「
載
營
魄
」
與
「
抱
一
能
無
離
乎
」
之
義
（
２
）。

曰
（
校
１
）、「
魄
是
一
、魂
是
二
。
一
是
水
、二
是
火
。
二
（
校
２
）
抱
一
、

火
守
水
（
３
）。
魂
載
魄
、
動
守
靜
也
」。﹇
義
剛
﹈

（
校
1
）「
魄
與
抱
一
能
無
離
乎
之
義
。
曰
」、楠
本
本
は
無
し
。

　
（
校
2
）「
二
」、
正
中
書
局
本
は
「
一
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

張
以
道
が
「
營
魄
を
載の

せ
」
と
「
一
を
抱
い
て
そ
こ
か
ら
離

れ
る
こ
と
が
無
い
で
い
ら
れ
る
か
」
の
意
味
を
質
問
し
た
。
朱

子
「
魄
は
一
で
、
魂
は
二
だ
。
一
は
水
で
、
二
は
火
だ
。
二
は

一
を
抱
き
、
火
は
水
を
守
る
。
魂
が
魄
を
載
せ
、
動
が
静
を
守

る
の
だ
」。（
黄
義
剛
）

〔
注
〕

(

1)

「
張
以
道
」
：
詳
細
不
明
。
『
文
集
』
巻
八
十
四
に
は
、

「
跋
張
以
道
家
藏
東
坡
枯
木
怪
石
」
（
慶
元
五
年
己
未

（1
1
9
9

年
）
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(

2)

「
抱
一
能
無
離
乎
」
：
『
老
子
』
第
十
章
。
第
一
稿

【
4
】
條
注
（
4
）
を
参
照
。
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不
是
守
字
、
却
是
專
字
。
便
只
是
專
在
此
、
全
不
放
出
、

氣
便
細
。
若
放
些
子
出
、
便
粗
了
也
」
（
『
語
類
』
巻
三

p
.4

1

）
と
見
ら
れ
る
。

【
36
】

「
老
子
之
學
只
要
退
歩
柔
伏
、
不
與
你
爭
（
１
）。
才
有
一
毫
（
校
１
）

主
張
計
較
思
慮
之
心
（
２
）、
這
氣
便
（
校
２
）

粗
（
校
３
）

了
。
故
曰
『
致

虚
極
、守
靜
篤
』（
３
）、又
曰
『
專
氣
致
柔
、能
如
嬰
兒
（
校
４
）
乎
』（
４
）。

又
曰
『
知
其
雄
（
校
５
）、
守
其
雌
、
爲
天
下
谿
。
知
其
白
、
守
其

黒
、
爲
天
下
谷
』（
５
）。
所
謂
谿
、
所
謂
谷
、
只
是
低
（
校
６
）

下
處
。

讓
你
在
高
處
、
他
只
要
在
卑
下
處
、
全
不
與
你
爭
。
他
這
工
夫

極
離
（
校
７
）。
常
見
畫
本
老
子
便
（
校
２
）

是
這
般
氣
象
、
笑
嘻
嘻
地
、

便
（
校
２
）
是
箇
（
校
８
）
退
歩
占
便
（
校
２
）
宜
（
校
９
）（
６
）
底
人
。
雖
未
必
肖
他
、

然
亦
是
它
氣
象
也
。
只
是
他
放
出
無
状
來
、便
（
校
２
）
不
可
當
（
７
）。

如
曰
『
以
正
治
國
、
以
奇
用
兵
、
以
無
事
取
天
下
』（
８
）、
他
取

天
下
便（
校
２
）是
用
此
道
。
如
子
房
之
術
、全
是
如
此
。
嶢
關
之
戰
、

秦
將
以
利
、
與
之
連
和
了
、
即
囘
（
校
10
）

兵
殺
之
（
９
）。
項

羽
（
校
11
）

約
和
、
已
講
解
了
、
即
勸
高
祖
追
之
。
漢
家
始
終
治

天
下
全
是
得
此
術
、
至
武
帝
盡
發
出
來
（
10
）。
便
（
校
２
）

即
當
子

房
閑
（
校
12
）

時
不
做
聲
氣
（
11
）、
莫
教
他
説
一
語
、
更
（
校
13
）

不

可
當
。
少
年
也
任
侠
殺
人
（
12
）、
後
來
因
黄
石
公
（
13
）

教
得
來

版
は
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

「
気
を
集
中
し
柔
軟
に
し
」
に
就
い
て
、
老
子
が
ど
の
様
な
工

夫
し
て
い
る
の
か
を
見
る
な
ら
ば
、「
専
」
と
は
、
守
る
と
い

う
意
味
で
は
な
く
、
専
一
と
し
て
中
断
す
る
こ
と
が
無
い
こ
と

だ
。「
致
柔
」
と
は
、
柔
の
極
地
に
至
る
意
味
で
あ
る
。
も
し

僅
か
で
も
（
意
識
や
心
の
働
き
が
外
に
）
発
露
す
る
こ
と
が
有

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
剛
」
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
気
は
粗

い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。（
沈
僴
）

〔
注
〕

(

1)

「
專
氣
致
柔
」
：
『
老
子
』
第
十
章
。
第
一
稿
【
4
】
條

注
（
4
）
を
参
照
。

(

2)

「
專
、
非
守
之
謂
也
」
：
朱
熹
の
批
判
に
相
当
す
る
第
十

章
に
関
す
る
先
行
注
と
し
て
は
、
河
上
公
注
「
專
守
精
氣

使
不
亂
、
則
形
體
能
應
之
而
柔
順
」
（
道
教
典
籍
選
刊

『
老
子
道
徳
經
河
上
公
章
句
』
、
中
華
書
局
、1

9
9
3

年
、

p
.3

4

）
、
北
宋
・
陸
佃
「
蓋
内
守
者
、
氣
之
所
以
致
專
」

（
彭
耜
『
道
徳
眞
經
集
註
』3

/
1
1
b
/
7

）
、
北
宋
・
曹
道

沖
「
能
專
守
一
氣
、
通
於
無
間
」
（
同3

/
1
2
a/

3

）
等
が

有
る
。

(

3) 

本
條
と
ほ
ぼ
同
文
が
『
語
類
』
に
「
又
曰
、
專
氣
致
柔
、

(86)



熊 本 県 立 大 学 文 学 部 紀 要 　　第17巻　　　201186

は（
慎
重
さ
が
欠
け
）大
雑
把
と
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら『
ど

こ
ま
で
も
虚
を
極
め
、静
け
さ
を
深
く
守
る
』
と
言
い
、又
『
気

を
集
中
し
柔
軟
に
し
、赤
子
の
様
に
な
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
』

と
言
い
、
又
『
雄
の
（
剛
強
さ
を
）
知
り
な
が
ら
、
雌
（
の
柔

軟
さ
）
を
守
る
な
ら
ば
、
天
下
の
（
人
々
の
集
ま
る
）
谿
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
明
ら
か
さ
を
知
り
つ
つ
、
暗
さ
を
守
り
続
け
る

な
ら
ば
、
天
下
の
（
人
々
の
集
ま
る
）
谷
と
な
る
で
あ
ろ
う
』

と
言
っ
て
い
る
の
だ
。『
谿
』
と
か
『
谷
』
と
は
、
低
い
場
所

の
意
味
だ
。
人
に
は
高
い
場
所
に
居
さ
せ
、
自
分
は
低
い
場
所

に
居
て
、
全
く
人
と
争
わ
な
い
こ
と
を
望
む
の
だ
。
老
子
の
こ

の
様
な
方
法
は
極
め
て
風
変
わ
り
だ
。
老
子
の
肖
像
画
を
見
る

た
び
に
、
こ
の
様
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
、
に
こ

に
こ
と
し
て
い
て
、
一
歩
退
い
て
、
自
分
の
都
合
の
好
い
こ
と

の
み
を
す
る
と
い
う
様
な
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
老
子

と
い
う
人
物
の
姿
に
は
似
て
は
い
な
い
が
、
し
か
し
、
彼
の
雰

囲
気
が
そ
こ
に
は
有
る
。
し
か
し
、
老
子
が
『
無
』
の
状
態
か

ら
離
れ
て
出
て
く
る
と
、も
う
誰
も
か
な
わ
な
い
。例
え
ば
、『
正

し
い
や
り
方
で
国
を
治
め
、
奇
策
に
よ
っ
て
戦
争
を
行
い
、
何

事
も
し
な
い
で
天
下
を
取
る
』
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
老
子
が

天
下
を
取
る
の
に
こ
の
方
法
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
張
子

房
の
術
な
ど
は
全
く
こ
の
様
な
も
の
で
あ
る
。嶢
関
の
戦
い
で
、

較
細
、
只
是
都
使
人
不
疑
他
、
此
其
所
以
乖
也
。
莊
子
比
老
子

便
（
校
２
）

不
同
。
莊
子
又
轉
調
（
14
）

了
精
神
、
發
出
來
粗
（
校
３
）。
列

子
比
莊
子
又
較
細
膩
（
15
）」。
問
「
御
風
之
説
、
亦
寓
言
否
（
16
）」。

曰
、「
然
」。﹇
僴
﹈

（
校
1
）「
毫
」、
楠
本
本
、
正
中
書
局
本
は
「
豪
」
に
作
る
。

　
（
校
2
）「
便
」、
朝
鮮
整
版
は
「

」
に
作
る
。　
（
校
3
）

「
粗
」、
楠
本
本
、
正
中
書
局
本
、
和
刻
本
は
「
麄
」
に
作
り
、

朝
鮮
整
版
は「
麤
」に
作
る
。　
（
校
4
）「
兒
」、楠
本
本
は「
児
」

に
作
る
。　
（
校
5
）「
雄
」、
和
刻
本
は
「
椎
」
に
作
る
。　

（
校
6
）「
低
」、
正
中
書
局
本
は
「
祗
」
に
作
る
。　
（
校
7
）

「
離
」、
朝
鮮
整
版
、
楠
本
本
、
和
刻
本
、
正
中
書
局
本
は
「
難
」

に
作
る
。　
（
校
8
）「
箇
」、
楠
本
本
は
「
个
」
に
作
る
。　

（
校
9
）「
宜
」、楠
本
本
は
「
冝
」
に
作
る
。　
（
校
10
）「
囘
」、

朝
鮮
整
版
、
楠
本
本
、
正
中
書
局
本
は
「
回
」
に
作
る
。　
（
校

11
）「
項
羽
」、楠
本
本
は「
與
項
羽
」に
作
る
。　
（
校
12
）「
閑
」、

朝
鮮
整
版
は
「
間
」
に
作
る
。　
（
校
13
）「
更
」、
朝
鮮
整
版

は
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

「
老
子
の
学
は
退
い
て
柔
軟
な
態
度
を
と
り
、
人
と
争
わ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。も
し
僅
か
で
も
主
張
し
た
り
、

目
論
ん
だ
り
、
あ
れ
こ
れ
と
考
え
る
心
が
有
れ
ば
、
そ
の
気
性
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退
歩
。
少
間
叫
哮
跳
躑
者
自
然
而
屈
、
而
我
之
柔
伏
應
自

有
餘
。
老
子
心
最
毒
、
其
所
以
不
與
人
爭
者
、
乃
所
以
深

爭
之
也
。
其
設
心
措
意
都
是
如
此
。
閑
時
他
只
是
如
此
柔

伏
、
遇
著
那
剛
強
底
人
、
它
便
是
如
此
待
你
。
張
子
房
亦

是
如
此
。
如
云
、
惟
天
下
之
至
柔
、
馳
騁
天
下
之
至
堅
。

又
云
、
以
無
爲
取
天
下
、
這
裏
便
是
它
無
状
處
。
據
此
、

便
是
它
柔
之
發
用
功
效
處
」(

『
語
類
』
巻
一
百
三
十
七

p
.3

2
6
6
)

と
見
ら
れ
、
又
、
「
老
子
之
術
、
自
有
退
後

一
著
。
事
也
不
攙
前
去
做
、
説
也
不
曾
説
將
出
、
但
任

你
做
得
狼
狽
了
、
自
家
徐
出
以
應
之
」
（
『
語
類
』
巻

一
百
二
十p

.2
9
1
3

）
と
も
見
ら
れ
る
。
尚
「
不
爭
」
の
語

は
『
老
子
』
に
は
「
上
善
若
水
、
水
善
利
萬
物
而
不
爭
、

處
衆
人
之
所
惡
、
故
幾
於
道
」
（
『
老
子
』
第
八
章
）
、

「
夫
唯
不
爭
、
故
天
下
莫
能
與
之
爭
」
（
同
第
二
十
二

章
）
等
々
多
数
見
ら
れ
る
。

(

2)

「
主
張
計
較
思
慮
之
心
」
：
「
主
張
」
、
「
先
入
観
に
基

づ
い
て
主
張
す
る
」
の
意
。
『
語
類
』
に
は
「
今
人
只

憑
一
己
私
意
、
瞥
見
些
子
説
話
、
便
立
箇
主
張
、
硬
要

去
説
、
便
要
聖
賢
從
我
言
語
路
頭
去
、
如
何
會
有
益
」

（
『
語
類
』
巻
八p

.1
4
0

）
等
と
多
数
見
ら
れ
る
。
『
近

代
漢
語
大
詞
典
』
は
「
主
意
、
打
算
」(p

.2
4
2
5
)

と
す

秦
将
を
利
益
で
誘
い
、
秦
と
和
解
し
た
の
に
、
直
ち
に
兵
を
帰

し
て
秦
を
殺
し
た
。
項
羽
と
の
和
約
は
、一
旦
和
解
し
た
の
に
、

直
ち
に
高
祖
に
そ
れ
を
追
撃
さ
せ
た
。
漢
王
朝
は
終
始
天
下
を

治
め
る
の
に
全
て
こ
の
術
を
用
い
、
武
帝
に
至
っ
て
そ
れ
が
大

い
に
発
揮
さ
れ
た
の
だ
。
即
ち
、
何
事
も
無
い
時
は
張
子
房
は

な
り
を
潜
め
、
一
語
も
話
さ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
ど
う
し
よ
う

も
な
い
。
少
年
の
時
は
任お

と
こ
だ
て侠か
ら
人
を
殺
そ
う
と
し
た
こ
と
が

有
っ
た
が
、後
に
黄
石
公
の
指
導
に
よ
っ
て
や
や
周
到
と
な
り
、

人
々
か
ら
疑
わ
れ
な
い
様
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
れ
が
彼
の
賢
い

理
由
な
の
だ
。
荘
子
は
老
子
と
比
べ
る
と
異
な
っ
て
い
て
、
荘

子
も
精

こ
こ
ろ
の
は
た
ら
き
神
を
通
常
と
は
ひ
っ
く
り
返
し
て
い
る
の
だ
が
、
外

へ
向
け
て
働
き
か
け
る
と
大
雑
把
と
な
っ
て
し
ま
う
。
列
子
は

荘
子
と
比
べ
る
と
や
や
細こ

ま
ご
ま々

と
し
て
い
る
」。「
御
風
の
説
は
寓

言
で
す
か
？
」。
朱
子
「
そ
の
通
り
だ
」。（
沈
僴
）

〔
注
〕

(

1) 

本
條
と
後
出
【
40
】
條
と
に
共
通
す
る
内
容
が
、
『
語

類
』
に
「
老
子
之
意
正
不
如
此
、
只
是
要
柔
伏
退
歩
耳
。

觀
他
這
一
章
盡
説
柔
底
意
思
。
云
、
載
營
魄
、
抱
一
、
能

無
離
乎
。
專
氣
致
柔
、
能
如
嬰
児
乎
。
天
門
開
闔
、
能
爲

雌
乎
。
老
子
一
書
意
思
都
是
如
此
。
它
只
要
退
歩
不
與
你

爭
。
如
一
箇
人
叫
哮
跳
躑
、
我
這
裏
只
是
不
做
聲
、
只
管
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(

5)

「
知
其
雄
〜
」
：
「
知
其
雄
、
守
其
雌
、
爲
天
下
谿
。
爲

天
下
谿
、
常
徳
不
離
、
復
歸
於
嬰
兒
」
（
『
老
子
』
第

二
十
八
章
）
。

(

6)

「
占
便
宜
」
：
第
一
稿
【
3
】
條
注
（
2
）
、
【
5
】
條

注
（
5
）
を
参
照
。

(

7)

「
不
可
當
」
：
「
抵
抗
す
る
」
の
意
。
本
巻
に
は
三
例
見

ら
れ
、
そ
の
他
「
杜
詩
初
年
甚
精
細
、
晩
年
横
逆
不
可

當
、
只
意
到
處
便
押
一
箇
韻
」
（
『
語
類
』
卷
一
百
四
十

p
.3

3
2
6

）
と
見
ら
れ
る
。
「
當
」
は
『
近
代
漢
語
大
詞

典
』
は
「
抵
擋
、
抗
御
」
（p

.3
9
3

）
と
す
る
。

(

8)

「
以
正
治
國
〜
」
：
『
老
子
』
第
五
十
七
章
。
第
一
稿

【
8
】
條
注
（
7
）
を
参
照
。

(

9)

「
嶢
關
之
戰
〜
」
：
第
一
稿
【
7
】
條
注
（
7
）
を
参

照
。

(

10)

「
武
帝
盡
發
出
來
」
：
武
帝
が
神
仙
・
方
術
を
と
く
に
好

ん
だ
こ
と
を
指
す
か
。
『
史
記
』
巻
二
十
八
「
封
禅
書
第

六
」
、
巻
十
二
「
孝
武
本
紀
第
十
二
」
等
を
参
照
。

(

11)

「
不
做
聲
氣
」
：
『
語
類
』
に
は
「
郷
原
」
に
就
い
て

「
郷
原
却
是
不
做
聲
、
不
做
氣
、
陰
沈
做
罪
過
底
人
」

（
『
語
類
』
巻
四
十
二p

.1
0
9
2

）
と
見
ら
れ
る
。

(

12)
「
少
年
也
任
侠
殺
人
」
：
『
漢
書
』
が
記
す
、
黄
石
老
人

る
。
「
計
較
」
、
「
計
算
高
く
あ
れ
こ
れ
と
考
え
る
」
の

意
で
、
『
語
類
』
に
は
「
君
子
喩
於
義
、
小
人
喩
於
利
。

君
子
只
知
得
箇
當
做
與
不
當
做
、
當
做
處
便
是
合
當
如

此
。
小
人
則
只
計
較
利
害
、
如
此
則
利
、
如
此
則
害
」

（
『
語
類
』
巻
二
十
七p

.7
0
1

）
等
と
見
ら
れ
る
。
『
近

代
漢
語
大
詞
典
』
は
「
爭
多
論
少
、
斤
斤
算
計
」(p
.8

5
1
)

と
す
る
。
「
思
慮
」
、
「
あ
れ
こ
れ
と
考
え
る
」
の
意

で
、
『
語
類
』
に
は
「
無
魂
、
則
魄
不
能
以
自
存
。
今

人
多
思
慮
役
役
、
魂
都
與
魄
相
離
了
」
（
『
語
類
』
巻

三p
.4

1

）
、
「
若
常
存
得
此
心
、
應
事
接
物
、
雖
不
中
不

遠
。
思
慮
紛
擾
於
中
、
都
是
不
能
存
此
心
」
（
『
語
類
』

巻
六p

.1
1
4

）
等
と
見
ら
れ
、
「
思
慮
」
の
結
果
「
魂

魄
」
が
分
離
し
た
り
「
存
心
」
が
不
可
能
と
な
る
な
ど
、

否
定
的
意
味
合
い
の
例
が
見
ら
れ
る
。
尚
、
『
語
類
』
に

は
「
人
之
能
思
慮
計
畫
者
、
魂
之
爲
也
。
能
記
憶
辯
別

者
、
魄
之
爲
也
」
（
『
語
類
』
巻
三p

.4
3

）
と
、
「
思
慮

計
畫
」
を
「
魂
」
の
所
為
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

(

3)

「
致
虚
極
〜
」
：
『
老
子
』
第
十
六
章
。
第
一
稿
【
8
】

條
注
（
5
）
を
参
照
。

(

4)

「
專
氣
致
柔
〜
」
：
『
老
子
』
第
十
章
。
第
一
稿
【
4
】

條
注
（
4
）
を
参
照
。
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得
箇
私
意
了
、
只
是
有
粗
細
」
（
『
語
類
』
巻
二
十
九

p
.7

5
4

）
等
と
多
く
見
ら
れ
、
「
粗
」
に
対
す
る
概
念

で
あ
る
。
『
近
代
漢
語
大
詞
典
』
は
「
周
詳
、
細
致
」

(p
.1

9
8
9
)

と
す
る
。

(

16)

「
御
風
之
説
」
：
「
夫
列
子
御
風
而
行
、
泠
然
善
也
。
旬

有
五
日
而
後
反
。
彼
於
致
福
者
、
未
數
數
然
也
。
此
雖

免
乎
行
、
猶
有
所
待
者
也
」
（
『
莊
子
』
「
逍
遥
遊
」

p
.4

）
。

古
之
爲
善
士
章
第
十
五

【
37
】

甘
叔
懷
（
１
）
説
、「
先
生
舊
常
（
校
１
）（
２
）
謂
老
子
也
見
得
此
箇
（
校
２
）

道
理
、只
是
怕
與
事
物
交
渉
、故
其
言
有
曰
、『
豫
兮
若
冬
渉
川
、

猶
兮
若
畏
四
隣
、儼
若
容
（
校
３
）』（
３
）」。
廣
因
以
質
於
先
生
。
曰
、

「
老
子
説
話
大
抵
如
此
、
只
是
欲
得
退
歩
占
姦
（
４
）、
不
要
與
事

物
接
。
如
『
治
人
事
天
莫
若
嗇
』（
５
）、
迫
之
而
後
動
、
不
得
已

而
後
起
（
校
４
）（
６
）、皆
是
這
樣
意
思
。
故
爲
其
學
者
多
流
於
術
數
、

如
申
、
韓
之
徒
（
校
５
）

皆
是
也
（
７
）。
其
後
（
校
６
）

兵
家
亦
祖
其
説
、

如
陰
符
經
之
類
是
也
（
８
）。
他
説
（
校
７
）『
以
正
治
國
、
以
奇
用
兵
、

以
無
事
取
天
下
』（
９
）、
據
他
所
謂
無
事
者
、
乃
是
大
奇

(

10)

耳
、

故
後
來
如
宋
齊
丘
遂
欲
以
無
事
竊
人
之
國

(

11)

。
如
今
道
家
者

と
出
会
う
前
の
張
子
房
が
「
秦
皇
帝
東
游
、
至
博
狼
中
、

良
與
客
狙
撃
秦
皇
帝
、
誤
中
副
車
」
（
『
漢
書
』
巻
四
十

「
張
陳
王
周
傳
第
十
」p

.2
0
2
3

）
と
、
博
狼
沙
に
於
い
て

始
皇
帝
を
狙
撃
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
指
す
か
。

(

13)

「
黄
石
公
」
：
張
子
房
と
黄
石
老
人
に
就
い
て
は
『
漢

書
』
巻
四
十
「
張
陳
王
周
傳
第
十
」(p

.2
0
2
4

以
下
）
を

参
照
。
又
、
張
子
房
が
黄
老
思
想
を
学
ん
で
い
た
こ
と
に

就
い
て
は
、
『
語
類
』
に
「
子
房
今
日
説
了
脱
空
、
明
日

更
無
愧
色
、
畢
竟
只
是
黄
老
之
學
。
及
後
疑
戮
功
臣
時
、

更
尋
討
他
不
著
」
（
『
語
類
』
巻
一
百
三
十
五p

.3
2
2
1

）

と
有
り
、
「
黄
石
公
」
と
の
関
わ
り
に
就
い
て
は
「
子
房

全
是
黄
老
、
皆
自
黄
石
一
編
中
來
。
…
曰
、
又
有
黄
石
公

素
書
、
然
大
率
是
這
樣
説
話
」
（
同p

.3
2
2
2

）
と
有
る
。

張
子
房
が
人
か
ら
疑
わ
れ
な
い
様
に
務
め
た
と
い
う
の

は
、
例
え
ば
、
高
祖
旗
揚
げ
の
時
か
ら
の
家
臣
で
あ
る
蕭

何
が
高
祖
に
疑
わ
れ
続
け
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
金
谷

治
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』
を
参
照
。
第
一
稿
【
7
】
條
注

(

7)

も
参
照
。

(

14)

「
轉
調
」
：
第
二
稿
【
25
】
條
注(

1)

を
参
照
。

(

15)

「
細
膩
」
：
「
細
や
か
、
緻
密
」
の
意
。
『
語
類
』
に

は
「
顏
子
底
儘
細
膩
、
子
路
底
只
是
較
粗
。
然
都
是
去
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輩
が
す
べ
て
そ
う
な
の
だ
。
そ
の
後
、
兵
家
も
又
老
子
の
説
を

宗
旨
と
し
、『
陰
符
經
』
の
類
が
そ
う
だ
。
老
子
は
『
正
し
い

や
り
方
で
国
を
治
め
、
奇
策
に
よ
っ
て
戦
争
を
行
い
、
何
事
も

し
な
い
で
天
下
を
取
る
』
と
説
い
て
い
る
が
、老
子
が
言
う
『
無

事
』
に
依
る
な
ら
ば
、そ
れ
は
大
い
な
る
奇
策
に
他
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
後
に
宋
斉
丘
な
ど
が
『
無
事
』
で
人
の
国
を
盗
も
う

と
し
た
の
だ
。
現
在
の
『
道
家
者
流
』
は
、
む
し
ろ
老
子
の
意

図
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
」。（
輔
広
）

〔
注
〕

(

1)

「
甘
叔
懷
」
：
詳
細
不
明
。
『
郡
齋
讀
書
志
』
に
「
碧
崖

詩
集
五
卷
。
右
閤
皂
山
羽
士
甘
夢
叔
叔
懷
之
詩
也
。
叔
懷

嘗
登
晦
菴
、
誠
齋
之
門
。
楊
長
孺
爲
之
序
」
と
有
り
、
閤

皂
山
の
「
羽
士
」
で
、
朱
熹
の
下
で
学
ん
だ
こ
と
が
有
る

と
さ
れ
て
い
る
。
『
語
類
』
に
は
朱
熹
と
甘
叔
懷
の
問
答

が
記
録
さ
れ
て
お
り
（
巻
六
十
五p

.1
6
1
0

）
、
『
文
集
』

巻
九
に
は
「
詩
送
碧
崖
甘
叔
懷
游
廬
阜
兼
簡
白
鹿
山
長
呉

兄
唐
卿
及
諸
耆
舊
三
首
」
が
有
り
、
『
文
集
』
巻
八
十
四

「
書
河
圖
洛
書
後
」
（
慶
元
三
年
丁
巳
（1

1
9
7

年
）
）

に
は
「
閣
皂
甘
君
叔
懷
欲
刻
二
圖
山
中
、
賢
者
未
必
深

考
、
又
當
大
啓
爭
端
、
聊
書
以

之
」
と
有
り
、
同
巻
に

は
「
跋
周
益
公
楊
誠
齋
送
甘
叔
懷
詩
文
卷
後
」
（
慶
元
五

流
、
又
却
都
不
理
會
得
他
意
思
」。﹇
廣 

(

12) 

﹈

（
校
1
）「
常
」、楠
本
本
は
「
嘗
」
に
作
る
。　
（
校
2
）「
箇
」、

楠
本
本
は
「
个
」
に
作
る
。　
（
校
3
）「
容
」、和
刻
本
は
「
客
」

に
作
る
。　
（
校
4
）「
起
」、楠
本
本
は
「
已
」
に
作
る
。　
（
校

5
）「
徒
」、正
中
書
局
本
は
「
徙
」
に
作
る
。 （
校
6
）「
其
後
」、

楠
本
本
は
「
其
後
則
」
に
作
る
。　
（
校
7
）「
他
説
」、
楠
本

本
は
「
正
如
他
説
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

甘
叔
懐
「
先
生
は
以
前
よ
り
、
老
子
も
道
理
を
理
解
し
て
い

た
が
、
た
だ
、
物
事
と
関
わ
る
の
を
恐
れ
て
い
た
、
だ
か
ら
、

そ
の
言
葉
に
は
『
お
ず
お
ず
と
冬
の
川
を
渡
る
様
に
慎
重
で
、

ぐ
ず
ぐ
ず
と
四
方
を
恐
れ
て
い
る
か
の
様
に
注
意
深
く
、
き

り
っ
と
し
て
、
立
ち
居
振
る
舞
い
が
と
と
の
っ
て
い
る
か
の
様

だ
』
等
が
有
る
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
」。
輔
広
が

そ
こ
で
先
生
に
質
問
し
た
。
朱
子
は
「
老
子
の
話
は
大
体
こ
の

様
な
も
の
で
、
ひ
た
す
ら
世
間
か
ら
退
い
て
悪
巧
み
を
し
、
物

事
と
接
し
よ
う
と
し
な
い
の
だ
。『
人
を
治
め
天
に
仕
え
る
に

は
嗇つ

つ
しみ
深
い
の
が
一
番
だ
』
な
ど
は
、
迫
ら
れ
て
か
ら
後
に
動

き
、
や
む
を
得
な
く
な
っ
て
か
ら
立
ち
上
が
る
も
の
で
、
ま
さ

し
く
、
こ
の
様
な
意
味
な
の
だ
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
学
ぶ
者
の

多
く
は
縦
横
家
や
法
家
に
流
れ
た
の
で
、
申
不
害
、
韓
非
子
の

(91)



山田　俊 ： 『朱子語類』 巻第一百二十五 「老氏 [ 莊子附 ]」 訳注 ( 三 ) 81

有
國
之
母
、
可
以
長
久
。
是
謂
深
根
固
柢
、
長
生
久
視

之
道
」
（
『
老
子
』
第
五
十
九
章
）
。
本
巻
【
46
】
〜

【
48
】
條
参
照
。

(

6)

「
迫
之
而
後
動
、
不
得
已
而
後
起
」
：
『
莊
子
』
に
「
故

曰
、
聖
人
之
生
也
天
行
、
其
死
也
物
化
。
靜
而
與
陰
同

德
、
動
而
與
陽
同
波
。
不
爲
福
先
、
不
爲
禍
始
。
感
而
後

應
、
迫
而
後
動
、
不
得
已
而
後
起
」
（
『
莊
子
』
「
刻

意
」p

.1
3
3

）
と
見
ら
れ
る
。

(

7)

「
申
韓
之
徒
〜
」
：
「
申
子
之
學
本
於
黄
老
而
主
刑
名
。

著
書
二
篇
、
號
曰
申
子
。
韓
非
者
、
韓
之
諸
公
子
也
。
喜

刑
名
法
術
之
學
、
而
其
歸
本
於
黄
老
」(

『
史
記
』
「
老

子
韓
非
列
傳
第
三
」p

.2
1
4
6

）
。
尚
、
【
40
】
條
を
参

照
。

(

8)

「
陰
符
經
」
：
『
陰
符
經
』
に
就
い
て
は
、
本
巻
【
62
】

〜
【
67
】
條
を
参
照
。
尚
、
黄
老
の
学
・
刑
名
と
『
陰
符

經
』
と
を
関
連
付
け
る
姿
勢
は
、
張
南
軒
に
も
「
今

布

一
二
黄
老
之
學
流
入
於
刑
名
。
蓋
其
翕
張
取
與
之
意
、
竊

弄
造
化
之
機
。
故
其
流
爲
刑
名
。
若
陰
符
經
之
説
、
已
可

見
刻
薄
之
意
露
矣
」
と
見
ら
れ
る(

『
南
軒
集
』
巻
十
九

「
答
呉
晦
叔
」)

。

(

9)
「
以
正
治
國
〜
」
：
『
老
子
』
第
五
十
七
章
。
第
一
稿

年
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(

2)

「
舊
常
」
：
「
も
と
の
形
、
以
前
の
通
常
の
状
態
」
の

意
。
『
語
類
』
に
は
「
舊
常
」
の
二
文
字
で
熟
し
た
用
例

が
数
例
見
ら
れ
る
。

(

3)

「
豫
兮
若
冬
渉
川
〜
」
：
「
豫
焉
若
冬
渉
川
、
猶
兮
若
畏

四
鄰
、
儼
兮
其
若
容
、
渙
兮
若
冰
之
將
釋
、
敦
兮
其
若

樸
、
曠
兮
其
若
谷
、
混
兮
其
若
濁
」
（
『
老
子
』
第
十
五

章
）
。
尚
、
『
語
類
』
に
は
「
曵
輪
濡
尾
、
是
只
爭
些
子

時
候
、
是
欲
到
與
未
到
之
間
。
不
是
不
欲
濟
、
是
要
濟
而

未
敢
輕
濟
。
如
曹
操
臨
敵
、
意
思
安
閑
、
如
不
欲
戰
。
老

子
所
謂
猶
若
冬
渉
川
之
象
。
渉
則
必
竟
渉
、
只
是
畏
那
寒

了
、
未
敢
便
渉
」
（
『
語
類
』
巻
七
十
三p

.1
8
7
3

）
と
見

ら
れ
る
。

(

4)

「
占
姦
」
：
「
悪
だ
く
み
を
す
る
」
の
意
。
『
語
類
』

に
は
「
佛
氏
只
是
占
便
宜
、
討
閑
靜
處
去
。
老
莊
只

是
占
姦
、
要
他
自
身
平
穩
」
（
『
語
類
』
巻
一
百
十
三

p
.2

7
4
2

）
と
、
老
荘
を
批
判
す
る
表
現
と
し
て
見
ら
れ

る
。

(

5)

「
治
人
事
天
莫
若
嗇
」
：
「
治
人
事
天
莫
若
嗇
。
夫
唯

嗇
、
是
謂
早
服
。
早
服
、
謂
之
重
積
徳
。
重
積
徳
則
無

不
克
。
無
不
克
則
莫
知
其
極
。
莫
知
其
極
、
可
以
有
國
。
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め
に
拷
問
に
遭
っ
て
い
た
と
い
う
話
は
、
こ
う
し
た
両
者

の
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
『
資
治
通
鑑
綱

目
』
九
五
八
年
十
一
月
の
「
唐
放
其
太
傅
宋
齊
丘
于
九
華

山
」
の
趙
師
淵
の
注
に
は
「
初
、
齊
丘
多
樹
朋
黨
、
躁
進

之
士
爭
附
之
。
樞
密
使
陳
覺
、
副
使
李
徴
古
恃
其
勢
、

尤
驕
慢
。
…
鍾
謨
素
以
徳
明
之
死
怨
齊
丘
、
言
於
唐
主

曰
、
齊
丘
乘
國
之
危
、
遽
謀
簒
竊
、
陳
覺
、
徴
古
爲
之
羽

翼
、
理
不
可
容
」
と
有
る
。
一
方
、
『
語
類
』
に
は
「
張

子
房
亦
是
如
此
。
如
云
、
推
天
下
之
至
柔
、
馳
騁
天
下

之
至
堅
、
又
云
、
以
無
爲
取
天
下
、
這
裏
便
是
它
無
状

處
」(

『
語
類
』
巻
一
百
三
十
七p

.3
2
6
6
)

と
、
「
無
爲
」

に
よ
っ
て
「
天
下
」
を
取
っ
た
の
は
張
子
房
で
あ
る
と
い

う
記
述
も
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
宋
齊
丘
と
道
教
の
関

り
に
就
い
て
は
、
内
丹
書
『
化
書
』
の
作
者
は
宋
齊
丘
と

当
初
さ
れ
て
い
た
が
（
張
耒
「
書
宋
齊
丘
化
書
」
。
『
張

右
士
文
集
』
巻
四
十
七
）
、
南
宋
以
降
は
、
本
来
は
譚
峭

の
著
述
で
あ
っ
た
も
の
を
宋
齊
丘
が
盗
用
し
た
と
言
わ
れ

る
様
に
な
る
（
南
宋
・
志
磐
『
佛
祖
統
紀
』
、
大
正
藏4

9

冊
、p

.3
9
2
c

、p
.4

6
0
a

等
）
。
尚
、
『
四
庫
全
書
』
等
に

は
宋
齊
丘
の
撰
と
さ
れ
て
い
る
『
玉
管
照
神
局
』
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。

【
8
】
條
注
（
7
）
を
参
照
。

(

10)

「
大
奇
」
：
「
大
い
な
る
奇
策
」
の
意
。
『
語
類
』
に

は
、
「
舊
見
某
人
作
馬
政
策
云
、
觀
戰
、
奇
也
。
觀
戰

勝
、
又
奇
也
。
觀
騎
戰
勝
、
又
大
奇
也
。
這
雖
是
粗
、
中

間
却
有
好
意
思
」
（
『
語
類
』
巻
一
百
三
十
九p

.3
3
2
1

）

と
見
ら
れ
る
。

(

11) 

「
宋
齊
丘
〜
」
：
『
老
子
』
第
五
十
七
章
を
踏
ま
え
た
朱

熹
の
「
以
無
事
竊
人
之
國
」
と
い
う
発
言
が
具
体
的
に
宋

齊
丘
の
ど
の
行
為
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
は
あ

る
が
、
例
え
ば
、
陸
游
『
南
唐
書
』
に
依
れ
ば
、
南
唐

の
烈
祖
が
宋
齊
丘
の
文
才
を
気
に
入
り
、
「
烈
祖
爲
築
小

亭
池
中
、
以
橋
度
、
至
則
徹
之
、
獨
與
齊
丘
議
事
、
率
至

夜
分
」
（
『
南
唐
書
』
「
列
傳
」
第
一
巻
）
と
、
二
人
の

み
で
談
義
を
す
る
ま
で
に
至
り
、
更
に
は
「
然
齊
丘
資

躁
彊
、
或
議
不
合
、
則
拂
衣
逕
起
、
烈
祖
謝
之
而
已
」

（
同
）
と
完
全
に
主
導
権
を
宋
齊
丘
に
握
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
又
、
釋
文
瑩
『
湘
山
野
録
』
巻
下
が
記
録

す
る
、
上
元
県
の
民
が
暴
死
し
冥
府
で
先
主
・
烈
祖
に

会
っ
た
と
こ
ろ
、
「
吾
爲
宋
齊
丘
所
誤
、
殺
和
州
降
者
千

人
、
以
冤
訴
囚
此
」(

『
全
宋
筆
記　

第
一
編　

六
』
所

収
。
大
象
出
版
社
、2

0
0
3

年
。P

.5
1
)

と
、
宋
斉
丘
の
た
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焉
而
命
之
、
動
在
其
中
矣
」
（
『
周
易
』
「
繋
辭
下
」

p
.5

5
6

）
、
「
永
元
十
五
年
、
從
駕
南
巡
、
還
爲
洛
陽

令
。
以
平
正
居
身
、
得
寛
猛
之
宜
」
（
『
後
漢
書
』
巻

七
十
六
「
王
渙
傳
」p

.2
4
6
8

）
。

(

3)

「
徳
明
」
：
廖
徳
明
、
字
は
子
晦
、
南
剣
州
順
昌
県

の
人
。
『
師
事
』
（p

.1
7

）
、
『
學
案
』
巻
六
十
九

（p
.2

2
6
0

）
。

上
徳
不
徳
章
第
三
十
八

【
39
】

郭
徳
元
（
１
）

問
、「
老
子
云
『
夫
禮
、忠
信
之
薄
而
亂
之
首
（
２
）』、

孔
子
又
却
問
禮
於
他
（
３
）、
不
知
何
故
」。
曰
、「
他
曉
得
禮
之

曲
折
（
４
）、只
是
他
説
這
是
箇
（
校
１
）

無
緊
要
底
物
事
、不
將
爲
事
。

某
初
間
疑
有
兩
箇
（
校
１
）

老
耼
（
校
２
）（
５
）、
横
渠
亦
意
其
如
此
（
６
）。

今
看
來
（
校
３
）

不
是
如
此
。
他
曾
爲
柱
下
史
、故
禮
自
是
理
會
得
、

所
以
與
孔
子
説
得
如
此
好
。
只
是
他
又
説
這
箇
（
校
１
）

物
事
不
用

得
亦
可
、
一
似
聖
人
用
禮
時
反
若
多
事
、
所
以
如
此
説
。
禮
運

中
『
謀
用
是
作
、
而
兵
由
此
起
』（
７
）

等
語
、
便
（
校
４
）

自
有
這

箇
（
校
１
）

意
思
」。﹇
文
蔚
（
８
）﹈

（
校
1
）「
箇
」、楠
本
本
は
「
个
」
に
作
る
。　
（
校
2
）「
耼
」、

朝
鮮
整
版
、楠
本
本
、和
刻
本
、正
中
書
局
本
は
「

」
に
作
る
。

(

12)

「
廣
」
：
輔
廣
。
第
一
稿
【
1
】
條
注(

5)

参
照
。

將
欲
噏
之
章
第
三
十
六

【
38
】

問
老
氏
柔
能
勝
剛
、
弱
能
勝
強
之
説
（
１
）。
曰
、「
它
便
（
校
１
）

揀
便
（
校
１
）

宜
（
校
２
）

底
先
占
了
。
若
這
下
、
則
剛
柔
寛
猛
（
２
）

各

有
用
時
」。﹇
徳
明
（
３
） 

﹈

（
校
1
）「
便
」、朝
鮮
整
版
は「

」に
作
る
。　
（
校
2
）「
宜
」、

楠
本
本
、
正
中
書
局
本
は
「
冝
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

老
子
の
「
柔
ら
か
い
こ
と
が
硬
い
こ
と
に
勝
ち
、
弱
い
こ
と

が
強
い
こ
と
に
勝
つ
」
に
関
す
る
質
問
。
朱
子
「
こ
れ
は
、
自

分
の
都
合
の
よ
い
点
だ
け
を
選
ん
で
、
先
に
独
り
占
め
す
る
と

い
う
も
の
だ
。
こ
の
様
で
あ
れ
ば
、
剛
・
柔
・
寛
・
猛
の
ど
れ

で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
用
い
る
時
が
有
る
の
だ
」。（
徳
明
）

〔
注
〕

(

1)

「
柔
能
勝
剛
、
弱
能
勝
強
」
：
『
老
子
』
に
は
「
柔
弱
勝

剛
強
」
（
『
老
子
』
第
三
十
六
章
）
、
「
弱
之
勝
強
、

柔
之
勝
剛
、
天
下
莫
不
知
、
莫
能
行
」
（
『
老
子
』
第

七
十
八
章
）
と
見
ら
れ
る
。

(

2)

「
剛
柔
寛
猛
」
：
「
剛
柔
相
推
、
變
在
其
中
矣
。
繋
辭
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(

1) 

「
郭
徳
元
」
：
郭
友
仁
、
字
は
徳
元
、
山
陽
の
人
。
『
師

事
』(p

.9
0
)

、
『
補
遺
』 (6

9
.1

9
0
a)

。

(

2)

「
夫
禮
、
忠
信
之
薄
而
亂
之
首
」
：
「
故
失
道
而
後
徳
、

失
徳
而
後
仁
、
失
仁
而
後
義
、
失
義
而
後
禮
。
夫
禮
者
、

忠
信
之
薄
而
亂
之
首
。
前
識
者
、
道
之
華
而
愚
之
始
」

（
『
老
子
』
第
三
十
八
章
）
。

(

3)

「
孔
子
又
却
問
禮
於
他
」
：
『
史
記
』
に
「
老
子
者
、

楚
苦
縣
厲
郷
曲
仁
里
人
也
、
姓
李
氏
、
名
耳
、
字
耼
、

周
守
藏
室
之
史
也
。
孔
子
適
周
、
將
問
禮
於
老
子
。
老

子
曰
、
子
所
言
者
、
其
人
與
骨
皆
已
朽
矣
、
獨
其
言
在

耳
」
（
『
史
記
』
巻
六
十
三
「
老
子
韓
非
列
傳
第
三
」

p
.2

1
3
9

）
と
見
ら
れ
る
。

(

4)

「
曲
折
」
：
「
詳
し
い
事
柄
」
の
意
。
礼
に
関
わ
る
も

の
と
し
て
は
、
『
語
類
』
に
「
且
如
禮
儀
三
百
、
威
儀

三
千
、
是
許
多
事
、
要
理
會
做
甚

。
如
曾
子
問
一
篇
問

禮
之
曲
折
如
此
、
便
是
理
會
得
川
流
處
、
方
見
得
敦
化
處

耳
」
（
『
語
類
』
巻
二
十
七p

.6
7
8

）
等
と
見
ら
れ
る
。

(

5) 

「
兩
箇
老
耼
」
：
『
語
類
』
に
は
「
又
曰
、
孔
子
問
老
耼

之
禮
、
而
老
耼
所
言
殊
無
謂
。
恐
老
耼
與
老
子
非
一
人
、

但
不
可
考
耳
」
（
『
語
類
』
巻
一
百
二
十
六p

.3
0
0
9

）
と

有
る
。

　
（
校
3
）「
看
來
」、
楠
本
本
は
「
看
得
來
」
に
作
る
。　
（
校

4
）「
便
」、
朝
鮮
整
版
は
「

」
に
作
る
。

[

訳]
郭
徳
元
の
質
問
「
老
子
は
『
そ
も
そ
も
礼
儀
と
い
う
も
の
は

忠
信
が
薄
く
な
っ
て
出
来
た
も
の
で
、
そ
れ
は
争
乱
の
始
ま
り

な
の
だ
』
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
な
の
に
孔
子
が
礼
に
就

い
て
老
子
に
質
問
し
た
の
は
何
故
で
し
ょ
う
か
」。
朱
子
「
老

子
は
礼
の
細
か
い
点
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
が
、
た
だ
、
彼
は

そ
れ
を
大
し
て
重
要
で
は
な
い
物
と
言
い
、
実
行
し
な
か
っ
た

の
だ
。
私
は
最
初
二
人
の
老
耼
が
い
た
の
で
は
と
疑
い
、
張
横

渠
も
又
た
そ
の
様
に
考
え
て
い
た
。
今
は
そ
う
で
は
な
い
と
思

う
。
老
子
は
か
つ
て
周
国
の
書
庫
の
記
録
官
で
あ
っ
た
の
で
、

礼
に
就
い
て
は
自
ず
と
理
解
し
て
い
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
孔
子

と
こ
の
様
に
素
晴
ら
し
い
話
が
出
来
た
の
だ
。
た
だ
、
彼
は
同

時
に
礼
と
い
う
も
の
は
用
い
な
く
て
も
構
わ
な
い
と
言
い
、
聖

人
が
礼
を
用
い
る
時
は
む
し
ろ
事
柄
が
煩
瑣
に
な
る
よ
う
だ
と

考
え
て
い
た
様
で
、
だ
か
ら
こ
の
様
に
述
べ
た
の
だ
。『
禮
記
』

「
禮
運
」
中
に
『
そ
こ
で
、
計
謀
が
用
い
ら
れ
、
戦
争
が
こ
れ

に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
あ
る
』
等
の
語
が
有
る
が
、
即
ち
、
こ

れ
が
こ
の
意
味
な
の
だ
」。（
陳
文
蔚
）

〔
注
〕
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(

6)

「
横
渠
」
：
「
孔
子
適
周
、
誠
有
訪
樂
於
萇
弘
、
問
禮
於

老

。
老

未
必
是
今
老
子
、
觀
老
子
薄
禮
、
恐
非
其

人
、
然
不
害
爲
兩
老
子
、
猶
左
丘
明
別
有
作
傳
者
也
」

（
『
張
載
集
』
中
華
書
局
、1

9
8
5

年
。P

.2
7
6

）
。

(

7)

「
謀
用
是
作
〜
」
：
「
故
謀
用
是
作
、
而
兵
由
此
起
。

禹
、
湯
、
文
、
武
、
成
王
、
周
公
、
由
此
其
選
也
」

（
『
禮
記
』
「
禮
運
」p

.1
0
2
9

下
）
。

(

8)

「
文
蔚
」
：
陳
文
蔚
。
字
は
才
卿
、
信
州
鉛
山
県
の

人
。
『
師
事
』
（p

.9
5

）
、
『
學
案
』
巻
六
十
九

（p
.2

3
2
0

）
。

(96)
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